
令和6 年4 1 6月 日
埼 県富 市鶴 3 -1 0-8玉 士 見 馬

株式会社Noah's ark

代表取締役社長
東條 昭久

株式会社Noah's ark

当社は経営理念である「 に役 つ情報を届ける活動」 を徹底し ており 、 全国各地の“ 知り たい” の声に最善人 立
の 法で届けており ます。 イ ンタ ーネッ ト を使っ た“ 何処に住んでいる にでも 、 より 良い情報を届けら れ方 人
る” と いう 利点を活かし た活動を っ ており ます。 こ の考え は持続可能な開発 標（ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ ） と 同じ 向行 方 目 方
を 指すも のであり 、 社員ひと り ひと り が誠実に事業活動に取り 組むこ と により 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の達成に貢献し て目
いき ます。

環境配慮の観点から 、 電 化する などによ り 、 ペーパーレスを推進する。子

コ ピー 紙の使 枚数を 削減する 。用 用

河川敷など 、 毎年沢 の雑草が伸びてし まい、 アスファ ルト を 歪めてし まう 事も ある ので、 積極的に地域の除草作業や川に流れてし まう ゴミ 処理活動に参加する 。山

地域の美化活動を う 。行

地域活性化のため、 地域事業者の情報発信を推進する。
既存サイ ト の 直し や、 SNSから の発信により 、 多く の に て、 知っ ても ら う こ と を 指す。見 人 見 目

地域事業者と の取引を増やす。

2 00 枚/年【 2 02 3年】 20 23 年  2 0％削減比 2 02 3年  50 ％削減比

0 回／年 0 参加【 2 02 3年】人 4回/年 のべ8 参加人 9 回/年 のべ 3 6参加人

2 件/年【 2 02 3年】 10 件/年 3 0件/年



令和6 年4 1 6月 日
埼 県 市早瀬１ 丁 １ ８ 番３ 号玉 戸 田 目

サーマ ル化 株式会社工

代表取締役

井 孝德石

サーマル化 株式会社工

当社は、 1 967 年に設 し た熱処理加 を う 企業です。 般的な真空炉ではなく 素炉を いた加熱・ 冷却立 工 行 一 水 用
で、 属の性質・ 強度の調節を う 点が特徴であり 、 設 以来、 素炉を いた焼鈍に を れてき まし た。金 行 立 水 用 力 入
経営理念である「 素焼鈍技術でみなさ んと 幸せになり ます」 に基づき 、 地域社会の発展に貢献するほかCO2水
排出量削減や廃棄物低減などの環境への配慮を う など、 持続可能な社会の実現の達成に向け 動し ていき ま行 行
す。

エネルギー使 量の削減に取り 組む用

電 使 量の削減力 用

職業体験やイン タ ーンシッ プの受け れなどを 通じ 、 地域社会への貢献に取り 組む入

イ ンタ ーン シッ プの受け れ入

職業体験の受け れ入

多様性のある働き や 性活躍の推進方 女

性雇 者 数の増加女 用 人

エネルギー使 量（ 電気） 年間用
2 39 0ｋ ｗ 【 2 02 3年度】 20 23 年  1 0％削減比 2 02 3年  20 ％削減比

イ ンタ ーン シッ プ受け れ 数0入 人 人
【 2 02 3年】

2 /年人 5 /年人

職業体験の受け れ1 校/年 のべ3入 人
【 2 02 3年】

2校/年 のべ6 参加人 5 校/年 のべ1 5 参加人

性雇 数2 （ 2 /10 )【 20 23女 用 人 人 人 人
年】

3 （ 3 /12 ）人 人 人 4 （ 4 /1 5 ）人 人 人





令和6 年4 1 6月 日
埼 県鴻巣市榎 ４ １ ３ 番地玉 戸

有限会社スタ イ ル・ ケイ

代表取締役

菅野 佳子

有限会社スタ イ ル・ ケイ

当社は 本の技術を世界へ未来に繋いでいき たいと 考えて います。 こ の思いは持続可能な 開発 標日 目
（ SDGｓ ） と 同じ 向性である と 思いま す。 企業と し て今何をすべき かを追求し 、 出来る こ と から 実方
践するこ と で地域社会の発展に貢献し ていけるよ う 努めて まいり ま す。 また、 社員 が事業活一 人 一 人
動に誠実に取り 組むこ と によ り SDGsの達成に貢献し ていき ま す。

CO2削減の為、 ペーパーレ ス化や省エネ機器への れ替えや省エネ 動などに取り 組む入 行

使 枚数管理などによる 、 ペーパーレ ス化の推進用

省エネ機器の導 や省エネ 動による 電気使 量の削減入 行 用

地域活性化にむけた貢献活動と し て、 市開催のイベント に寄付を う行

「 こ う のす花 会」 への寄付火 大

多様な働き やワーク ラ イフ バラ ンス向上のため、 持続的な 齢者の雇 、 休暇の充実などに取り 組む方 高 用

齢者（ 6 0歳以上） の雇 率向上高 用

有給休暇平均取得 数の増加日

3 97 5枚/年【 20 23 年】 20 23 年  1 0％削減比 2 02 3年  20 ％削減比

3 19 34 kw h/年【 20 23 年】 20 23 年  1 0％削減比 2 02 3年  20 ％削減比

１ 万５ 千円/年【 2 02 3年】 ２ 万円/年 3 万円/年

1 1％（ 3 名/2 6名） 【 20 23 年】 19 ％（ 2 8 中５ ）人 人 3 0％（ 29 中9 ）人 人

8  【 20 23 年】日 10 /年日 1 3 /年日



令和6 年4 1 6月 日
埼 県川越市城下町3 8番地6玉

株式会社 島造園田

代表取締役

島  慶田 一

株式会社 島造園田

弊社は「 と の出会いを 切に、 々の 活の中ではと こ と ん愚直になり 、 そし て技術の研鑽を怠ら人 大 日 生
ず、 社会に貢献し ている意識を持つ」 と いう 理念を基に 々活動し ています。 こ の考えは持続可能な日
開発 標(SDGｓ )と 同じ 向を 指すも のであり 、 社員 ひと り が誠実に事業活動に取り 組むこ と に目 方 目 一 人
より 、 SDGｓ の達成に貢献し て いき ます。

環境問題への貢献のため、 Ｄ Ｘ 化などによ り 、 ペーパーレスを推進する。

コ ピー 紙使 枚数の削減用 用

社員参加型の社会貢献活動を 推進する 。

地域の清掃活動を う行

ワークラ イ フ バラ ンス向上のため時間単位での有給休暇取得を 導 するなど、 職場環境を 改善し 有給休暇取得を 促進する。入

有給休暇平均取得 数の増加日

3 50 ,0 0 0枚／年【 20 23 年】 １ ０ ％削減 ３ ０ % 削減

０ 回/年 のべ０ 名参加【 20 23 年】 １ 回/年 のべ２ 名参加 2 回/年 のべ６ 名参加

1 2 /年【 20 23 年】日 15 /年日 1 7 /年日



令和6 年4 1 6月 日
東松 市若松町２ －１ ７ －２ １山

株式会社エム興業

代表取締役

松尾 博之

株式会社エム興業

当社は、 経営理念である「 地域社会に貢献する環境づく り 」 に基づき 動し 地域社会の発展と 安 ・行 心
安全な街づく り に貢献する。 こ の考え は持続可能な開発 標（ SDGｓ ） と 同じ 向を 指すも ので方 目 方 目
あり 、 社員 が誠実に事業活動に取り 組むこ と によ り SDGsの達成に貢献し て 参り ます。一 人 一 人

環境保護の 環と し てコ ピ－ 紙の使 枚数を 削減する こ と に取り 組みます。一 用 用

コ ピ－ 紙使 枚数の削減用 用

社会貢献活動と し てロ－ド サポ－ト 活動を 継続し ます。

ロ －ド サポ－ト 活動

ワ－ク ラ イフ バラン ス推進のため有給休暇の取得 数の増加に取り 組みます。日

有給休暇平均取得 数の増加日

5 0 ,00 0 枚/年 （ 20 23 年） 5％削減 1 0％削減

3 回/年 延べ15 参加 （ 2 02 3人
年）

4回/年 延べ2 0 参加人 5 回/年 延べ2 5 参加人

５ /年 （ 2 02 3年）日 8 /年日 1 2 /年日



令和6 年4 1 7月 日
埼 県秩 郡横瀬町横瀬22 70玉 父

株式会社新 倉大

代表取締役社長
中﨑 智宏

株式会社新 倉大

株式会社新 倉は、 より 豊かな未来へ質の い技術と 社会へ信頼さ れる会社を 指し ています。 それ大 高 目
に向け、 々の業務で電 化をはじ めと し た、 業務効率化を進め、 従業員が働き やすく 、 働き 続けた日 子
いと 思え る職場環境を整備し ます。 ま た、 未来を 担う ど も たちへの教育の場を 提供する こ と で、子
SDGsを推進し ます。

業務の電 化を 推進し 、 紙資源の有効活 と 業務の効率化を 図る 。子 用

コ ピー 紙使 枚数を削減する。用 用

地域の学校から イ ンタ ーンシッ プを 積極的に受 れ、 業務に興味・ 関 を 持っ ても ら い、 若者への教育機会の提供を う 。入 心 行

イ ンタ ーン シッ プ受 数を 増加する 。入人

定年(60 歳以上)後の再雇 を 促進し 、 誰も が働き 続けたいと 思える 職場環境を提供する。用

再雇 希望者の増加を図る。用

1 2 ,00 0 枚/年【 2 02 3 年】 3% 削減 1 0% 削減

1 回/年・ のべ1 参加【 20 23 年】人 3回/年・ のべ3 参加人 6 回/年・ のべ6 参加人

定年者無し 【 20 23 年】 定年者の1 0％以上 定年者の20 % 以上



令和6 年5 6月 日
埼 県東松 市 字新郷88 番地20玉 山 大

橋精機株式会社高

代表取締役社長
橋 宏之高

橋精機株式会社高

SDGｓ の達成に向け、 取組みを 社員ひと り ひと り が進める中で、 環境、 資源、 品質に配慮し た事業運
営や防災・ 減災等のリ スク 低減活動を 通じ て、 持続可能な 地域社会の実現に貢献する企業を 指し ま目
す。

エネルギー使 量や 道使 量の削減を図る。用 水 用

電 使 量の削減力 用

道使 量の削減水 用

イン タ ーンシッ プ学 や障害者就労前訓練 を 受け れ社会貢献活動を推進する 。生 生 入

学 や訓練 の受 れ 数の増加生 生 入 人

齢者の雇 を 積極的に進める。 また、 労働災害を 減ら す安全衛 活動を推進する。高 用 生

齢者（ 6 0歳以上） の雇 率の向上高 用比

労働災害の低減

1 ,700 ,00 0 kW ｈ /年 【 2 02 3年】 5％削減 1 0％削減

2 ,000 ㎥/年【 20 23 年】 5％削減 1 0％削減

2 名/年【 2 02 3 年】 3名/年 4 名/年

2 0％（ 3 0 /15 0 ）  【 20 23 年】人 人 25 % 3 0%

2 件/年【 2 02 3 年】 1件/年以下 0 件/年





令和6 年4 1 7月 日
埼 県 企郡嵐 町花 台11 -3玉 比 山 見

株式会社 沢製作所長

代表取締役

沢 昌幸長

株式会社 沢製作所長

弊社の経営理念で ある「 継続・ 創造・ 誠意・ 未来」 に基づき 、 持続可能な未来の実現に向けて必要な
基盤を築き 、 期的な視野を 持つこ と で次世代への遺産と なるよう 努めると と も に、 変化する状況や長
新たな課題に柔軟に対応し 、 持続可能な社会の実現に向けて社員 が誠意と 責任を 持っ て積極一 人 一 人
的にSDGｓ の達成に貢献し ていく 。

本社・ 場内のLED化の推進や照明のこ まめな消灯や待機電 の節約によっ て、 CO2排出量を抑制する。工 力

電 使 量の削減力 用

地域美化のため近隣地域の清掃活動・ 地域巡回活動を う 。行

街の美化活動の推進

働き がいと 経済成 を両 さ せる ため、 社員の年次有給休暇取得数を 増加さ せる 。長 立

有給休暇平均取得 数の増加日

1 ,022 ,57 9 kw h/年【 20 22 年】 ５ ％削減 8 ％削減

2 回/年・ のべ4 【 2 02 3 年】人 3回/年・ のべ1 0人 3 回/年・ のべ1 2人

1 0 /年【 20 23 年】日 11 /年日 1 2 /年日



令和6 年4 1 7月 日
埼 県川越市 字菅間７ ６ ９ 番地玉 大

橋本建設株式会社

代表取締役

橋本 直哉

橋本建設株式会社

1968年創業の当社は、 50年以上にわたり 地域貢献を第 と し て 事業他、 様々な社会貢献「 然一 土 木 工 自
災害時の応急復旧業務 等」 を っ て おり ます。 こ の考え は持続可能な開発 標（ SDGｓ ） と 同じ行 方 目

向を 指すも ので あり 、 社員ひと り ひと り が誠実に事業活動に取り 組むこ と により 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の達方 目
成に貢献し てまいり ます。

データ 取引を増やし 、 コ ピー 紙の使 枚数の削減を図る。用 用

コ ピー 紙の使 枚数を 削減する 。用 用

会社・ コ ンビニエンススト ア付近の防犯・ 守り 拠点と し ての機能を継続し 、 応急復旧業務や清掃美化活動を う 。見 行

防犯・ 守り 活動や清掃・ 美化活動を 推進する。見

応急復旧業務を 推進する 。

働き 改 を推進する。方 革

有給休暇の平均取得 数を増加さ せる 。日

地元 材の雇 を増加さ せる 。人 用

3 0 ,00 0 枚/年【 2 02 3 年】 27 ,00 0枚/年（ 1 0% 削減） 2 4,0 00 枚/年（ 20 ％削減）

1 回/年・ 延べ4 【 2 02 3 年】人 2回/年・ 延べ6人 4 回/年・ 延べ1 6人

1 件/年【 2 02 3年】 2件/年 3 件/年

5 .5 /年【 20 23 年】日 7 /年日 1 0 /年日

2 名/1 0名【 2 0 23 年】 3名/11 名 7 名/15 名





令和6 年4 1 7月 日
さ いたま市桜区神 ４ ５ ７田

株式会社武蔵野化学

代表取締役社長
嶋 敏夫小

株式会社武蔵野化学

当社は経営理念で ある「 化学と 技術と の三位 体」 に基づき 動し 、 昭和38 年の創業以来、 各種廃心 一 行
油（ 有機溶剤） の蒸留、 再 と いう 環境に有益な 事業を展開し てき た。 こ の考え は持続可能な開発生 方

標（ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ ） と 同じ 向を 指すも のであり 、 社員ひと り ひと り が誠実に事業活動に取り 組むこ目 方 目
と により 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の達成に貢献し て いく 。

CO2排出量削減のため、 電 使 原単位を削減する。力 用

電 使 原単位を削減する。力 用

職業教育を充実さ せる。 また防災訓練の拡充により 負の環境負荷防 を図る 。止

業務に関する危険物取扱者等の資格取得者を毎年出す。

リ スク アセスメ ント 勉強会を 実施する 。

齢者雇 の積極化及び環境対応型新製品の開発。高 用

齢者（ 6 0歳以上） の雇 率を める。高 用比 高

環境対応型新製品を 提案・ 開発を する 。

7 43 00 0kwh/年【 2 02 3年】 3％削減 7 ％削減

1 名/年【 2 02 3 年】 2名/年 3 名/年

0 回/年【 2 02 3年】 1回/年 2 回/年

1 8％（ 5 /2 8 ） 【 20 23 年】人 人 21 ％（ 6 /2 8 ）人 人 2 5％（ 7 /28 ）人 人

1 件/年【 2 02 3 年】 2件/年 3 件/年



令和6 年4 1 8月 日
川 市上 4 -4 -3 レ オネク スト ゆめろん20 3口 青 木 西

し んぶろ ぐ 〜介護ノ ート 〜

管理者

上野 紳也

し んぶろ ぐ 〜介護ノ ート 〜

当メ ディ ア「 し んぶろ ぐ 〜介護ノ ート 〜」 の運営理念は、 介護業界で働く 々やその分野への転職を人
検討し て いる 々に総合的な 援を提供するこ と です。 こ の理念に基づき 、 介護業界で働く 々への方 支 人
総合的 援を通じ て、 教育の向上、 キャ リ ア 援、 情報ア ク セシビ リ ティ の充実を推進し 、 社会全体支 支
の健康と 福祉の向上に貢献し ます。

環境に配慮し た持続可能な社会の構築を 指し 、 デジタ ルド キュ メ ント の標準化によるコ ピー 紙の使 量削減を 図る。目 用 用

コ ピー 紙使 量を 削減する 。用 用

情報のアク セシビリ ティ 向上を 指し 、 よ り 多く の が介護に関する 情報に容易にアク セスできる よう 努める 。目 人

英語版、 中国語版の主要コ ン テン ツを 提供し 、 外国語話者にも 情報を提供する。

地域経済への貢献と し て、 介護業界の魅 を発信し 新たな 材の確保と 育成を推進し て、 地元ビジネスと の共同プロジェ ク ト を ち上げる。力 人 立

地元ビ ジネスと の共同プロジェ ク ト を 推進する。

1 00 枚/年【 2 02 3年】 50 枚/年 2 0枚/年

1 か国語( 本語のみで提供)【 2 02 3日
年】

累計2か国語(英語版を 提供) 累計3か国語(中国語版を 提供）

0 件/年【 2 02 3年】 3件/年 5 件/年



令和6 年5 1月 日
埼 県 市駒寺野新 ７ ８ －１ ０玉 日 高 田

株式会社 南越商会

代表取締役

南越 貴一

株式会社 南越商会

当社は「 ク リ ーン にする」 と いう 理念のも と 、 物・ 資源を 切にし 、 国際資源循環を 指すこ と で 、大 目
環境問題の改善、 社会の発展、 々の幸せに貢献する。 こ の考え は持続可能な 開発 標（ SDGｓ ）人 方 目
と 同じ 向を 指すも のであり 、 社員ひと り ひと り が誠実に事業活動へ取り 組むこ と によ り 、 SDGｓ方 目
の達成に貢献し て いく 。

環境保護の観点から 、 CO2排出量を 削減する 。

DX化を推進し 、 コ ピ ー 紙の使 量を 削減する 。用 用

重機 両（ フ ォ ーク リ フ ト ） を環境配慮型 両に切り 替える。車 車

社員の働きがい向上と し て、 ワーク バラン スを 推進する 。

時間外労働時間を削減する。

有給休暇平均取得 数を 増加さ せる。日

多様な 材が活 できる 職場づく り 、 地域経済の活性化を図る。人 用

地域企業と の取引数を増加さ せる 。

地域の外国 材を 積極的に雇 する 。人人 用

3 7 ,50 0 枚 【 20 23 年】 20 23 年  2 5% 削減比 2 02 3年  50 % 削減比

0 台（ ０ 台/5 台）  【 2 0 23 年】 １ 台/年 ３ 台/年

2 5時間/  【 2 02 3年】月 ２ 0時間/月 1 5時間/月

1 0 /年 【 2 02 3年】日 13 /年日 1 6 /年日

5 2社【 2 02 3年】 65 社 8 0社

1 0 （ 1 0 /1 4 ） /年【 2 02 3年】人 人 人 12 /年人 1 4 /年人



令和6 年4 1 8月 日
埼 県深 市仲町8 -1 9玉 谷

株式会社 鈴 務所木 工

代表取締役

鈴  弘彦木

株式会社 鈴 務所木 工

当社は経営理念で ある「 誠実なる建設」 と 定めたこ と に基づき 信頼さ れる企業と し て事業活動を い行
２ ０ ３ ０ 年までに持続可能な 開発 標(SDGs)を 指し 社員 丸と なっ て取り 組みます。目 目 一

環境負荷軽減のため、 エコ アッ プ認証制度の取組項 を 実 し 、 ク ールビズ、 ウオームビズ推進、 ガソ リ ン使 量削減等により 年間CO2 排出量を削減する。目 行 用

CO2 排出量の削減

地域社会貢献活動と し て、 「 本 字」 「 い 根共同募 」 「 医療財団」 への寄付を う 。日 赤十 赤 羽 金 行

寄付 額の増額金

働き 甲斐のある職場環境、 仕事への意欲向上、 私 活充実のため業務効率化を 推進し 、 有休休暇取得 数の増加を 指す。生 日 目

有給休暇平均取得 数の増加日

1 24 .9 t-CO2/年【 20 2 3年】 1.0 ％削減 3 .0％削減

５ 万円/年【 2 02 3年】 ８ 万円/年 1 0万円/年

8 .5 /年【 20 23 年】日 10 /年日 1 3 /年日





令和6 年4 1 8月 日
埼 県 岡市 岡東１ ０ －１ ６玉 白 白

株式会社井上 務店工

代表取締役

井上 堅一

株式会社井上 務店工

当社は経営 針で ある「 確かな技術と 真 施 」 に基づき 、 地域貢献やお客様に満 の得ら れるサー方 心 工 足
ビスを提供するため、 継続的改善に取り 組み、 地域社会発展に貢献する。 こ の考え は持続可能な 発方
展 標（ SDGs） と 同じ 向を 指すも のであり 、 社員 が誠実に事業活動に取り 組むこ と によ目 方 目 一 人 一 人
り 、 SDGsの達成に貢献し ていく 。

ペーパーレス化を推進し 、 コ ピー 紙の使 量を削減する。用 用

無駄な印刷や無駄なコ ピ ーを 無く す。

彩の国ロ ード サポート や地域貢献活動に積極的に参加する。

道路清掃及び美化運動

齢者雇 を積極的に進める 。高 用

齢者（ 6 5歳以上） の雇 率の向上高 用比

コ ピー 紙使 枚数： 6 4， 4 00 枚／用 用
年 ［ 2 02 3年］ 5％削減 1 0％削減

4 回／年・ 延べ2 0名 ［ 20 23 年］ 5回／年・ 延べ25 名 6 回／年・ 延べ30 名

2 0％（ 4 /1 9 ） ［ 20 23 年］人 人 30 ％ 4 0％



令和6 年4 1 8月 日
埼 県春 部市粕壁２ －８ －１ ４玉 日

株式会社永嶋庄兵衛商店

代表取締役

淺野 寛長

株式会社永嶋庄兵衛商店

当社は慶 年間以来400年に亘り 穀業を営んでき まし た。 20代継承し ている企業と し て 、 「 信 と長 米 用
堅実な商い」 と いう 経営理念に基づき 動し 、 安 安全な 品質のお をお客様にお届けするこ と で 地行 心 米
域社会の発展に貢献し ます。 こ の考え は持続可能な開発 標(SDGs)と 同じ 向を 指すも ので あ方 目 方 目
り 、 社員 が誠実に事業活動に取り 組むこ と により 、 SDGs達成に貢献し ていき ます。一 人 一 人

環境保全のため、 エネルギー消費量を 削減する

スマート メ ータ ーの活 、 精 HACCPシステム管理によ るCO2 排出量削減を 推進用 米

ども 堂の運営を 援する子 食 支

ども 堂への寄付子 食

多様な働き を 推進し 、 性の管理職登 、 ワーク ライ フ バラン スに積極的に取り 組む方 女 用

性の管理職登 を 推進女 用

ワーク ライ フ バラン スの向上の 環と し て従業員の年間休 数を 増やす一 日日

1 05 ,5 9 2㎏-CO2/年 10 ％削減 1 5％削減

0 円/年 5万円/年 1 0万円/年

2 （ 2 /26 ）人 人 人 3人 4人

8 7 /年日 10 0 /年日 1 10 /年日



令和6 年4 2 6月 日
埼 県北 郡伊奈町中央5丁 44玉 足 立 目

株式会社中原 業工

代表取締役

中原 友春

株式会社中原 業工

当社は「 エク ステ リ ア事業と フ ァ ーム事業を通し て 々の“ 絆” を つなぎます」 と いう 考えに基づ人
き 、 お客様の住環境の整備・ 農産物の栽培等を通じ 、 地域社会の発展に貢献する 。 こ の考え は持続方
可能な開発 標（ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ ） と 同じ 向を 指すも のであり 社員1 1 が誠実に事業活動に取り 組む目 方 目 人 人
こ と によ り 、 SDGｓ の達成に貢献し ていく 。

DX化等により 、 ペーパーレ ス化を推進し 、 コ ピ ー 紙の使 量を 削減する用 用

コ ピー 紙の使 量削減用 用

社会貢献活動と し て、 事業所周辺の環境美化活動を う行

事業所周辺の美化活動の実施

地域経済活性化のため、 地域の事業者と の取引を拡 さ せる大

地域の事業者と の取引拡大

2 02 3年コ ピー 紙使 量 9 5,0 91 枚用 用
／年 20 23 年  5 ％削減比 2 02 3年  10 ％削減比

2 02 3年環境美化活動実施回数 0回
／年・ 延べ 数0人 人 5回／年・ 延べ 数2 5 参加人 人 1 0回／年・ 延べ 数5 0 参加人 人

2 02 3年地域事業者と の取引件数 80
件

20 23 年  1 0件増比 2 02 3 年  20 件増比



令和6 年4 2 3月 日
埼 県さ いたま市南区別所7-6-8 ラ イ ブタ玉
ワー武蔵浦和3 F

株式会社カ ンエ イ

代表取締役

村野 亮介

株式会社カ ンエイ

当社は経営理念で ある「 挑戦をやめな い、 未来創造企業」 に基づき 、 太陽光発電の設置を 通し て環境
に優し い快適な暮ら し をお届けし 、 気候変動CO2 削減に貢献し 、 も っ て地域社会の発展に貢献する 。
社員ひと り ひと り が誠実に事業活動に取り 組み、 たゆまぬ努 を続けるこ と によ り 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の達成力
に貢献し ていく 。

帳簿の電 保存促進及び裏紙の再利 によ り コ ピー 紙の使 枚数を 削減する。子 用 用 用

コ ピー 紙の削減用

社会貢献の推進と し て、 事業所周辺の清掃活動を う 。行

街の美化活動の実施

従業員の安全と 技術向上で多様な働き を 推進する ため、 資格の取得を 援する 。方 支

電気 事施 管理技 資格の取得者数の向上工 工 士

1 8 ,00 0 枚/年【 2 02 3 年】 20 23 年  3 0％削減（ 12 ,60 0比
枚/年）

2 02 3年  50 ％削減（ 9 ,00 0枚/比
年）

0 回/年・ のべ0 参加 【 20 23 年】人 2回/年・ のべ4 参加人 4 回/年・ のべ8 参加人

2 /年【 2 02 3年】人 4 /年人 8 /年人



令和6 年4 2 3月 日
埼 県所沢市中富3 99 番地1 2号玉

共実 業株式会社工

代表取締役社長
藤 義齊 文

共実 業株式会社工

当社の経営理念で ある「 より 安全な明 へ」 に基づき 動し 、 地域社会に貢献するよう 、 社員 丸と日 行 一
なっ て取り 組んで まいり ます。
こ の考え は持続可能な開発 的(SDGs)と 同じ 向を 指すも のであり 、 社員ひと り ひと り が誠実に方 目 方 目
事業活動に取り 組むこ と によ り 、 SDGsの達成に貢献し てまいり ます。

環境保護の観点から 、 CO2削減のため電気使 量の削減。 IT導 による電 化でペーパーレ スを 推進する 。用 入 子

電 使 量の削減力 用

ペーパーレ スの推進

働き がいのある 労働環境を整備し 、 ワーク ライ フ バラン スを 充実さ せるために、 有給休暇取得 数を増加さ せる。日

有給休暇取得を 促進

若年層の活躍の場を 創成し 、 地域経済の発展を 推進する ため、 30 歳以下の雇 数を 増加さ せる。用

3 0歳以下の雇 数の増加用人

電 使 量： 16 ,13 1kwh /年(2 02 2年)力 用 10 ％削減 1 5％削減

使 枚数： 25 ,27 1枚/年(20 2 2年)用 5％削減 1 0％削減

平均有給取得 数： 1 5 (2 02 3年)日 日 16 /年日 1 7 /年日

3 0歳以下の雇 数： 2 /1 6用 人 人 人
(2 02 3年)

3 /17人 人 4 /18人 人



令和6 年4 2 3月 日
埼 県川 市上 ６ 丁 ３ ８ 番８ 号玉 口 青 木 目

株式会社Ｓ Ｓ Ｋ

代表取締役

国井 涼馬

株式会社Ｓ Ｓ Ｋ

当社は住宅リ フ ォ ーム事業を 通じ 、 地域社会の発展に貢献する。 こ の考え は持続可能な 開発 標方 目
（ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ ） と 同じ 向を 指すも のであり 、 社員ひと り ひと り が誠実に事業活動に取り 組むこ と に方 目
より 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の達成に貢献し ていく 。

環境に配慮し た塗料を使 する用

有機塗料から 溶剤を 含まない 性塗料へ変換水

社員参加型の社会活動を う行

地域の美化活動を う行

多様な働き や 性の活躍を 推進する方 女

性の雇 推進女 用

性塗料使 率10 ％ （ 性塗料水 用 水
1 0 0 Ｌ /有機塗料1 ,9 0 0 Ｌ ） 【 20 2 3 年】 性塗料使 率20 ％水 用 性塗料使 率4 0％水 用

1 回/年 のべ１ ０ 参加 【 20 23人
年】

2回/年 のべ２ ０ 参加人 ６ 回/年 のべ６ ０ 参加人

性雇 数 0 （ 0 /１ ０ ）女 用 人 人 人 人
【 2 02 3 年】

1 /累計人 ５ /累計人



令和6 年4 2 3月 日
埼 県さ いたま市 沼区堀崎町1 06 7-2玉 見

株式会社サンエ ス

代表取締役

澁  佳城谷

株式会社サンエス

当社は経営理念で ある「 すばやく ・ 安 安全に・ そし てお客様へ満 を提供する 」 に基づき 動し 、心 足 行
建物を く 価値あるも のにし ていく ため、 地域社会の発展に貢献する。 こ の考え は持続可能な開発長 方

標（ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ ） と 同じ 向を 指すも のであり 、 社員ひと り ひと り が誠実に事業活動に取り 組むこ目 方 目
と により 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の達成に貢献し て いく 。

業務のデジタ ル化を 推進し 、 コ ピ ー 紙使 量の削減、 ペーパーレス化に取り 組む。用 用

コ ピー 紙使 量の削減用 用

地域の美化活動の推進と し て、 ボラン ティ ア活動を う 。行

美化活動ボラン ティ アの推進

テレ ワーク や勤務時間変更制度などの導 によ り 多様な働き を 推進、 援する 。入 方 支

テレワーク 率の増加

8 ,000 枚/年【 20 23 年】 10 % 削減 2 0% 削減

1 回/ ・ のべ1 【 2 02 3 年】月 人 2回/ ・ のべ2月 人 3 回/ ・ のべ3月 人

0 ％(0 /2 )【 20 23 年】人 人 25 ％(1 /4 )人 人 5 0％(2 /4 )人 人



令和6 年4 2 3月 日
埼 県幸 市 字槙野地29 6-4玉 手 大

喜光 業株式会社工

代表取締役

関 裕

喜光 業株式会社工

当社は経営理念で ある「 まじ めに丁寧に、 そし て 安全を最優先に・ ・ ・ 」 に基づき 動し 、 地域社会行
の発展に貢献する 。 こ の考え は持続可能な開発 標（ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ ） と 同じ 向を 指すも のであり 、方 目 方 目
社員ひと り ひと り が誠実に事業活動に取り 組むこ と により 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の達成に貢献し ていく 。

CO2排出量削減のため、 現在の社有 を 順次環境配慮型 両と する車 車

環境配慮型 両の順次導車 入

社会奉仕活動を っ ている団体への寄付を う行 行

ロ －タ リ －ク ラ ブへの寄付を う行

多様な働き を 推進する 。方

齢者（ 6 0歳以上） の雇 率を 上げる高 用比

1 台／16 台（ 6.2 5 % ） 【 20 23 年】 2台／1 6台（ 12 .5% ） 3 台／1 6台（ 1 8.7 5% ）

0 円／年【 2 02 3年】 30 ,00 0円／年 5 0,0 00 円／年

０ ％（ 0 ／7 ） 【 20 23 年】人 人 14 .2% （ 1 ／7 ）人 人 2 8 .5 % （ 2 ／7 ）人 人



令和6 年4 2 5月 日
埼 県熊 市問屋町2 -4 -1玉 谷

ワエス ト ロ株式会社

代表取締役

古屋 瑞起

ワエスト ロ株式会社

プラ スチッ ク 製造業を 業と する弊社では、 製造 程でのCO2削減や環境対応型の原材料を使 する生 工 用
などし た取り 組みを い、 地域社会な ら びに海外も 含めた社会の発展に寄与し たいと の考えを持っ て行
いるこ と から 、 こ れら の取り 組みを着実に進める こ と を通じ てSDGsの達成に貢献し ていく 。

VOC（ ト ルエン 、 キシレ ン等） 排出削減のため、 可能な限り 溶剤系塗料から 溶性塗料へシフ ト する 。水

溶剤系塗料から 溶性塗料への切り 替え（ 脱溶剤化）水

防災・ 減災・ 防犯啓発活動への積極的な協賛や協 進める力

防災事業への協賛・ 協力

多様な働き 推進のため、 外国籍 材の積極的な雇 に取り 組む。 また、 エコ マーク 取得が可能な商品開発を う 。方 人 用 行

年齢や国籍にと ら われない柔軟な雇 の推進用

エコ マーク 認証取得可能な製品の開発

溶剤系8 ： 溶性2 （ 総量： 2 00 L）水
【 2 02 3年】 溶剤系4 ： 溶性6水 溶剤系2： 溶性8水

2 回/年【 2 02 3 年】 4回/年 6 回/年

0 （ 2 中0 ） 【 2 02 3年】人 人 人 3 /年人 6 /年人

1 件/年【 2 02 3 年】 3件/年 5 件/年



令和6 年4 2 4月 日
さ いたま市 宮区宮町1-1 5 松屋ビル６ 階大

弁護 法 アク ロピース  宮オフィ ス士 人 大

宮オフ ィ ス所大 長
伊藤 俊太郎

弁護 法 アク ロピ ース  宮オフ ィ ス士 人 大

当事務所は従業員が出産後も 円滑に復帰でき る環境を整備する。 育児休暇を提供し キャ リ アと 家庭の
両 を 援する。 また、 プラ スチッ ク 削減に向けた取り 組みを強化し 、 オフ ィ ス での使 を最 限に立 支 用 小
抑え、 リ サイ ク ルを促進する こ と でSDGsの達成に貢献し ていく 。

オフ ィ スでのエネルギー使 量を 削減する用

オフ ィ スでの電 使 量の削減力 用

従業員が結婚・ 妊娠・ 出産によっ て 活環境が変化し ても 働き続けら れるよ う な職場環境を整備する生

男性の育児休暇取得の推進

全ての 々に司法への平等なアク セスの機会を 設けるため、 事業を通じ 法律に関する 情報発信を う人 行

メ ディ アでの積極的な情報発信

2 00 ｋ ｗ /年間【 20 23 年】 15 ％削減 3 0％削減

0 名/年【 2 02 3 年】 1名/年 3 名/年

3 00 記事/年 【 20 23 年】 累計50 0 記事 累計10 00 記事



令和6 年5 1 7月 日
埼 県越 市南荻島3 33 7玉 谷

教 学文 大

学長
中島 滋

教 学文 大

本学は建学の精神と し て、 「 間愛」 を定めている。 こ の精神は、 「 と と が認め合い、 尊敬し 合人 人 人
い、 許し 合い、 思いやる、 そう いう 社会が必ず実現するこ と を望み確信する 」 であり 、 多様性の尊心
重や や国の不平等の是正を 掲げる持続可能な開発 標（ SDGs） に沿う も のである 。 今後も 教育活動人 目
また地域連携活動を通し て、 学と し てSDGｓ の達成に貢献し ていく 。大

温室効果ガスの排出を抑制し 、 地球温暖化の防 に貢献する 。止

電 使 量の削減力 用

地域住 を対象と し た特 ある 涯講座の実施により 、 地域住 の学びの機会を増やすと 共に、 教 学の持つ資源を地域に還元する。民 色 生 民 文 大

涯学習講座の実施回数の増加生

教職員の有給休暇取得を 促進するこ と で、 のリ フ レ ッ シュ を 図り 、 仕事に対する集中 が まるこ と で、 産性及び満 度の向上を 期待する。心 身 力 高 生 足

教職員の平均有給休暇取得の促進

7 ,986 ,26 3 kW h /年 【 2 0 22 年度】 (ご
希望により 年度表 )示 7 ,7 46 ,67 5kW h/年 7 ,42 7 ,2 24 kW h/年

7 4回/年 【 2 02 3年度】 (ご希望によ
り 年度表 )示 76 回/年 8 0回/年

1 2.9 /年 【 2 0 22 年度】 (ご希望によ日
り 年度表 )示 14 /年日 1 6 /年日



令和6 年4 2 4月 日
埼 県さ いたま市 沼区蓮沼10 85 -9玉 見

株式会社ハンズ

代表取締役

藤 斉 竜 大

株式会社ハンズ

当社は経営理念で ある「 活の安定と 向上を追及する」 に基づき 動し 、 地域社会の発展に貢献す生 行
る。 こ の考え は持続可能な 開発 標（ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ ） と 同じ 向を 指すも のであり 、 社員ひと り ひと方 目 方 目
り が誠実に事業活動に取り 組むこ と により 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の達成に貢献し ていく 。

省エネ電気ヒ ータ ーの導 ・ ク ールビ ズの推進・ オフ ィ ス環境の改善によ る 冷暖房費の削減を 通じ て、 電気使 量を 削減する 。入 用

電 使 量を削減する。力 用

ヒ ータ ーを 省エネ電気ヒ ータ ーへ れ替える。入

イン タ ーンシッ プ・ 会社 学等の学 の受け れを 積極的に い、 キャ リ ア開発の 援を する 。見 生 入 行 支

校 の受け れを 推進する 。高 生 入

学 の受け れを 推進する 。大 生 入

性や 齢者を 積極的に雇 し て、 多様な 材が活躍できる 職場作り を推進する 。女 高 用 人

性社員の雇 数を増加さ せる 。女 用 人

齢者(6 0歳以上)の雇 数」 を増加さ せる 。高 用人

1 9 ,10 2 kW h /年【 2 02 3年】 5% 削減 1 5% 削減

0 /4 台【 20 23 年】 2/4台 4 /4 台

1 回/年・ のべ2 参加【 20 23 年】人 2回/年・ のべ5 参加人 5 回/年・ のべ2 0 参加人

0 回/年・ のべ0 参加【 20 23 年】人 1回/年・ のべ2 参加人 2 回/年・ のべ5 参加人

2 /1 5 【 2 02 3年】人 4人 6人

0 /1 5 【 2 02 3年】人 1人 2人



令和6 年4 2 4月 日
埼 県深 市 2 46 -1 0玉 谷 人 見

富産業株式会社高

代表取締役

 貴俊青 木

富産業株式会社高

当社の経営理念「 社会から 信 さ れる 会社づく り 、 づく り 」 「 常に挑戦し 続ける志と 誠 を持ち 感用 人 心
謝さ れる 会社、 づく り 」 「 と と の繋がり に感謝し 、 共存、 共 ができ る会社、 づく り 」 に基人 人 人 生 人
づき 将来にわたり 社会に貢献し 続ける 企業を 指し ていま す。目
社員 が誠実に事業活動に取り 組むこ と により SDGｓ 達成に貢献し ます。一 人 一 人

エネルギー使 量を 削減する と 共に、 再 可能エネルギーの利 率の向上を 図る 。用 生 用

電 使 量の削減力 用

社員参加型の社会貢献活動を 推進する 。 会社周辺の清掃活動、 ごみゼロ運動への参加。

彩の国ロード サポート 活動の推進

ワーク ラ イフ バラン スを 改善し て社員の私 活充実と 仕事意欲向上を 図るため、 有給休暇取得 数を増やす。生 日

有給休暇平均取得 数の増加日

2 0 ,00 0 枚/年【 2 02 3 年】 5％削減 1 0％削減

4 回/年・ 延べ12 参加【 2 02 3年】人 4回/年・ 延べ1 6 参加人 4 回/年・ 延べ2 0 参加人

5 /年【 2 02 3年】日 7 /年日 1 0 /年日







令和6 年4 2 5月 日
埼 県三郷市彦成5 -2 02 -1玉

株式会社神 商店戸

代表取締役

神  純戸

株式会社神 商店戸

当社は、 廃油リ サイ ク ル事業の推進による顧客満 と 環境の継続的改善に社員 が誠実に食 用 足 一 人 一 人
事業活動に取り 組むこ と によ り 、 SDGｓ の達成に貢献し ていく 。

省エネに努め電気使 量を削減する。 また、 ペーパーレ ス化を推進し 、 コ ピ ー 紙の削減に努める 。用 用

電気使 量の削減用

コ ピー 紙使 量の削減用 用

病気の 供と その家族が利 でき るホスピ タ リ ティ ハウスへ寄付を う 。子 用 行

慈善団体への寄付

働き 改 の推進・ 労働 産性の向上のため、 社員の有給休暇取得 数の増加を 図る 。方 革 生 日

有給休暇平均取得 数の増加日

1 6 ,00 6 kw h/年【 20 23 年】 5％削減 1 0％削減

2 0,00 0 枚/年【 2 02 3 年】 5％削減 1 0％削減

2 00 ,00 0円/年【 2 02 3年】 20 0 ,0 00 円/年 2 00 ,00 0円/年

５ /年【 20 2 3年】日 7 /年日 1 0 /年日



令和6 年4 2 5月 日
埼 県川 市東領家2 -3 7-11玉 口

橋本セロフ ァ ン 印刷株式会社

代表取締役

橋本 章

橋本セロフ ァ ン印刷株式会社

私たち、 橋本セロ フ ァ ン印刷株式会社は企業活動を通し て 環境と の融和を最優先し 、 顧客のみなら ず
地域社会と 共存共栄でき る環境対応型企業を 指し 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の達成に貢献し て いき ます。目

リ デュース、 リ ユース、 リ サイク ルに取り 組む。 また、 ペーパーレス化を推進する。

再 素材使 の増加生 用

コ ピー 紙使 量の削減用 用

社 場前の美化活動を 推進する 。 また、 従業員の年次有給休暇取得 数の増加を図る。自 工 日

各 場での始業前清掃工

年次有給休暇平均取得 数の増加日

多様な働き を 推進する 。方

平均時間外労働時間の削減

勉強会・ 社外セミ ナー参加による 能 開発の推進力

9 70 ,0 0 0m/年【 2 02 3年】 10 ％増加 2 0％増加

2 44 ,5 0 0枚/年【 20 2 3年】 10 ％削減 2 0％削減

４ 回/年・ 延べ1 2 【 20 23 年】人 ６ 回/年・ 延べ18人 ８ 回/年・ 延べ24人

1 1 /年【 20 23 年】日 12 /年日 1 3 /年日

3 0時間/ 【 2 02 3年】月 25 時間/月 2 0時間/月

２ 回/年・ のべ４ 【 20 23 年】人 ３ 回/年・ のべ６ 人 ４ 回/年・ のべ８ 人



令和6 年4 2 6月 日
埼 県和光市 1 -1 1-20 -6 10玉 白 子

株式会社壱量

代表取締役

那須野 純一

株式会社壱量

当社は経営理念で ある「 地域に貢献する企業」 に基づき 動し 、 地域社会の発展に貢献する。 こ の考行
え は持続可能な 開発 標（ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ ） と 同じ 向を 指すも ので あり 、 社員ひと り ひと り が誠実に方 目 方 目
事業活動に取り 組むこ と によ り 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の達成に貢献し ていく 。

電 使 量を削減する。 また、 コ ピー 紙の使 量を削減する。力 用 用 用

電 使 量の削減力 用

コ ピー 紙使 量の削減用 用

従業員の資格取得を サポート する 。 また、 性を積極的に雇 する。女 用

掛け資格取得者の増加玉

性の雇 数の増加女 用 人

地域経済の活性化を 図る 。

地域企業と の取引件数の増加

地域 材の積極的な雇 の増加人 用

3 ,500 ｋ ｗ ｈ /年【 2 02 3年】 10 ％削減 2 0％削減

8 00 枚/年【 2 02 3年】 15 ％削減 3 0％削減

掛資格３ 【 20 23 年】玉 人 5人 7人

3 /9 【 20 23 年】人 4/9人 5 /9人

5 件/年【 2 02 3年】 7件/年 1 0件/年

5 /1 0 【 2 0 23 年】人 人 7 /11人 人 ８ /1 2人 人











令和6 年5 1月 日
埼 県 郡寄居町 字寄居２ ６ ６ 番地１玉 大 里 大

寄居建設株式会社

代表取締役

髙  徹田

寄居建設株式会社

当社の経営理念にある「 ①社会貢献②奉仕の ③健康で豊かさ の実感でき る企業を 指す」 はSDGsの心 目
向性と 相違ないと 考えます。 全社員が事業活動のなかで 社会（ 地域・ 環境） と 真摯にかかわるこ と方

でSDGsの達成に貢献し ていく 。

CO2排出量削減の為、 エネルギー使 量の削減に取り 組む用

電気使 量の削減用

社員参加型の社会貢献及び 中学校への寄付を う小 行

近隣地域道路の美化活動（ ロ ード サポート ）

多様な 材が活躍できる 職場づく り を 推進する人

6 0歳以上の 齢者の雇 推進高 用

性の管理職（ 現場監督） 登 の推進女 用

4 4 ,00 0 kw h/年【 20 23 年】 6％削減 1 0％削減

4 回/年 のべ80 参加 【 2 02 3人
年】

10 回/年 のべ10 0 参加人 1 2回/年 のべ24 0 参加人

4 名（ 4名/42 名） 【 2 02 3年】 5人 7人

2 名（ 2名/21 名） 【 2 02 3年】 3名 4 名





令和6 年5 1 6月 日
埼 県さ いたま市 宮区吉敷町1 -75 -1 太陽 命玉 大 生

宮吉敷町ビル2 階大

株式会社ネク サスバンク

代表取締役

阿部 正明

株式会社ネク サスバンク

当社は、 「 新し い暮ら し をサポート し 、 より 良い社会づく り の貢献を 指す事業展開」 を会社 針と し ており ます。 さ ら に目 方
国 交通省管轄の独 政法 住宅 融 援機構（ 以下、 機構） の提携 融機関と し て、 令和4年度から SDGsの取り 組みに土 立 行 人 金 支 金
関する本格的な実施計画を検討し 、 機構側と も 協議を重ね、 令和4年8 にさ いたま市SDGs認証企業と なり まし た。 弊社の月
本店所在地であり ますさ いたま市はも ちろ んのこ と 、 本業で結びつき のある埼 県内の提携業者も 複数あり ますので、 さ い玉
たま市と いう 枠を超え、 埼 県内での活動に範囲を広げた地域貢献を通じ てSDGsに努めて参り ます。玉

環境に配慮し た企業を 指すため、 事務所の２ 階および６ 階フ ロ ア内の照明を段階的にLED切替を う 。目 行

LED化の推進

独 政法 住宅 融 援機構提携 融機関と し て、 埼 県教育環境整備基 への寄付活動を い地域の 育て 援への貢献を 指す。立 行 人 金 支 金 玉 金 行 子 支 目

寄付活動の実施

性のエンパワーメ ント を図り 、 組織体制の構築を 指す。女 目

性管理職(部 職も し く は部 代理職)の登 増加女 長 長 用

LED 化率０ ％【 20 23 年】 15 本/1 34 本（ 1 1.1 ％削減） 3 0本/1 34 本（ 22 .3％削減）

寄付 額0 円【 2 02 3年】金 寄付 額1 0,0 00 円/年金 寄付 額10 ,00 0円/年金

部 代理職２ 名/４ 名【 20 23 年】長 ３ 名の登用 ４ 名の登用







令和6 年6 1月 日
埼 県 企郡川島町 字中 字神明1 87 3-7玉 比 大 山

株式会社 村塗装店田

代表取締役社長
溝  地口 大

株式会社 村塗装店田

当社は経営理念で ある「 １ ,顧客の満  ２ ,従業員の幸福 ３ ,社会発展の貢献 ４ ,環境への配慮を 追求し ま足
す。 」 に基づき 動し 、 地域社会の発展に貢献する。 こ の考え は持続可能な開発 標（ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ ）行 方 目
と 同じ 向を 指すも のであり 、 社員ひと り ひと り が誠実に事業活動に取り 組むこ と によ り 、方 目
Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の達成に貢献し ていく 。

環境保護の観点から 、 資源の有効利 を図る為にリ サイ ク ル活動を推進する 。用

部溶剤において再 シンナーの使一 生 用

社員参加型地域貢献活動と し て清掃活動を う 。 また環境リ サイ ク ルでの収益で地域 ども 堂へ寄付活動を う 。行 子 食 行

近隣の清掃活動

ども 堂への寄付子 食

産廃物扱いであっ た廃シンナーを 管理し リ サイ ク ル業者に販売し 、 環境に配慮すると と も に経済の活性化を図る。

リ サイ ク ル廃シンナーの増加

０ L/年【 20 23 年】 10 00 L/年 2 00 0L/年

０ 回/年・ のべ0 【 2 02 3年】人 2回/ 年・ のべ2 0人 4 回/ 年・ のべ4 0人

０ 円/年【 20 2 3年】 20 ,00 0円/ 年 3 0,0 00 円/ 年

０ L/年【 20 23 年】 20 00 L/ 年 4 00 0  L/年



令和6 年5 8月 日
埼 県ふじ み野市仲１ 丁 １ 番地１玉 目

有限会社富 設備 業所田 工

代表取締役

嶋村 嗣康

有限会社富 設備 業所田 工

当社の経営理念は「 誰も が安全で清潔な まわり 環境を利 でき る 社会を実現するこ と 」 である。水 用
社員 がこ の考えに基づき 誠実に事業活動に取り 組むこ と で で、 地域境の発展及びＳ Ｄ Ｇ ｓ の一 人 一 人
達成に貢献し ていく 。

再 砂、 再 砕 等の再 資源を 利 し 、 産業廃棄物の削減に努める 。生 生 石 生 用

再 資源利 率の増加生 用

定年後の 齢者を積極的に再雇 する 。高 用

齢者(7 0歳以上)の再雇高 用

産性を 向上し 、 当たり の時間外労働時間を削減する。生 一 人

平均時間外労働時間の削減

6 0％【 2 02 3年】 80 ％ 1 00 ％

累計1 【 2 02 3年】人 累計2人 累計5人

3 0時間/ 【 2 02 3年】月 22 時間/月 1 5時間/月



令和6 年5 9月 日
埼 県新座市本多１ 丁 ９ 番４ ５ 号玉 目

株式会社リ スタ ー

代表取締役

澤 清入 一

株式会社リ スタ ー

下地処理 事を中 に 事を っ ている当社は、 環境負荷を抑えて 期にわたり 持続可能な建築工 心 土 木 工 行 長
物の施 を っ て き た他、 様々な社会貢献「 地元 校 の職場 学受け れ 等」 を っ ており ま工 行 高 生 見 入 行
す。 こ の考え は持続可能な 開発 標（ SDGｓ ） と 同じ 向を 指すも のであり 、 社員ひと り ひと り方 目 方 目
が誠実に事業活動に取り 組むこ と によ り 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の達成に貢献し てまいり ます。

事業の環境負荷を抑える ため、 業務の効率化や電 化により ペーパーレス化を進める 。子

コ ピー 紙の使 枚数削減用 用

地域貢献のため地域イベント 等への協賛を っ ていく 。行

地域イ ベン ト への協賛数

環境にやさ し い持続可能なまちづく り に貢献し ていく 。

環境にやさ し い 法『 ブラスト 法』 の受注数を 増加さ せる工 工

環境にやさ し い 法『 モータ ー式ブラ スト 機械』 の導 数を増加さ せる工 入

7 00 0枚/年【 20 23 年】 20 ％削減 5 0％削減

0 件/年【 2 02 3 年】
1件/年（ 協賛予定先： オハナプ
ロジェ ク ト ）

2 件/年（ 協賛予定先： オハナプロジェ
ク ト ・ 新座市産業フ ェ スティ バル）

3 5件/年【 20 23 年】 70 件/年 1 00 件/年

1 台/年【 2 02 3 年】 3台/年 5 台/年



令和6 年5 8月 日
埼 県 市新曽南2 -4 -9玉 戸 田

富 商興株式会社士

代表取締役

橋 雅彦高

富 商興株式会社士

富 商興株式会社は、 業務 印刷機に必要不可 なド ク タ ーブレード 分野を主な事業領域と し て、 持続士 用 欠
可能な未来社会実現のために環境と 社会に配慮し た事業活動を通じ て社会責任を果たし 、 お客様や地域
社会の期待に応えていき ます。 こ の考え は持続可能な開発 標（ SDGｓ ） と 同じ 向を 指すもので方 目 方 目
あり 、 社員 が誠実に事業活動に取り 組むこ と により 、 SDGｓ の達成に貢献し ていき ます。一 人 一 人

電 フ ァ イリ ン グ、 印刷済 紙(裏紙)の活 を通し て、 環境負荷低減に取り 組む。子 用 用

コ ピー 紙使 量の削減用 用

ワーク ラ イフ バラン ス実現の 環と し て、 時間外労働時間の削減に取り 組む。一

平均時間外労働時間の削減

原材料の国内調達 率の増加を図り 、 船便・ 航空便など輸送に関わる 環境負荷低減や国内経済活性化に取り 組む。比

原材料の国内調達 率の増加比

5 53 ,7 0 0枚/年【 20 2 3年】 8％削減 3 0％削減

2 6.8 時間/ 【 20 23 年】月 26 時間/月 2 1 .4 /時間

2 0％【 2 02 3年】 30 ％ 5 0％





令和6 年5 8月 日
埼 県朝霞市岡１ 丁 １ １ 番１ ７ 号玉 目

株式会社アルフ ァ サービ ス

代表取締役

櫻井 聡

株式会社アルフ ァ サービス

当社の経営理念は、 「 たし かな技術 で笑顔あふれる未来をつく る 」 を創出する こ と である。 スタ ッ力
フ 全員がこ の考え に基づき 、 地域のみなさ まに、 安全で快適な暮ら し を提供する こ と で、 地域社会の
発展及びSDGｓ の達成に貢献し ていく 。

環境保護の観点から 、 照明を LED化を い電気使 量を 削減する 。行 用

電気使 量の削減用

地域社会と 協 し 清掃活動を 通じ て地域の美化や環境保護の意識向上を図る 。力

地域のク リ ーン アッ プ活動やリ サイク ル推進イベント への参加

ワーク ラ イフ バラン スの推進と し て、 所定外労働時間を 減ら し 有給休暇取得 数を増加さ せる 。日

平均所定外労働時間の削減

有給休暇平均取得 数の増加日

4 ,829 kwh/年【 2 02 3年】 70 ％削減 5 0％削減

0 件/年・ のべ0 【 2 02 3 年】人 4件/年・ のべ1 0人 1 2件/年・ のべ50人

5 時間/ 【 2 0 23 年】月 2時間/月 0 時間/月

5 /年【 2 02 3 年】日 8 /年日 1 0 /年日





令和6 年5 9月 日
埼 県熊 市妻沼1 83 1-1玉 谷

有限会社城 電設西

代表取締役

阿部恒夫

有限会社城 電設西

当社は「 無限の可能性を創造するために」 と いう 理念のも と 、 社内外に好循環を み出す取組みを 推生
進し 、 PDCA(計画･実 ･評価･改善)サイ ク ルに沿っ た継続的な取組みおよびその改善を い、 SDGsの行 行
達成に貢献し ていく

脱炭素･省エネの取組を 通じ て事業活動がも たら す環境負荷の低減に貢献する

コ ピー 紙の削減用

グリ ーン購 の徹底入

事業所周辺地域の防災･防犯･ 然環境保全の取組へ継続的に関わっ ていく自

妻沼聖天 への寄付や春･秋の祭り や まき 等の 事へ地域企業と し て積極的に協山 豆 行 力

地域清掃活動への参加

従業員が成 ･活躍でき る職場環境を 整備する。 雇 を促進するこ と により 地域経済の活性化を図る長 用

従業員の年次有給休暇取得を 推進

地域 材を 積極的に雇人 用

6 0 ,00 0 枚/年【 2 02 3 年】 20 ％減/年 3 0％減/年

購 率1 0％（ 30 /3 00 ） 個【 2 02 3入
年】 購 率2 0％（ 7 0/35 0） 個入 購 率30 ％（ 12 0 /4 00 ） 個入

1 回/年 のべ2 参加【 20 23 年】人 2回/年 のべ5 参加人 3 回/年 のべ8 参加人

1 回/年 のべ5 参加【 20 23 年】人 2回/年 のべ1 5 参加人 4 回/年 のべ3 5 参加人

有給休暇平均取得 数5 /年【 20 23日 日
年】

8 /年日 1 0 /年日

1 /年（ 1 /15 ） 【 2 02 3年】人 人 人 2 /年人 3 /年人











令和6 年5 1 0月 日
さ いたま市 宮区上 町26 2大 小

株式会社蓜島電機

代表取締役

蓜島 策一

株式会社蓜島電機

当社は「 確かな技術で地域に貢献」 を 理念のも と 、 埼 県・ さ いたま市内の公共 事を中 に電気玉 工 心 工
事業をし ている会社です。 今後も 更な る地域貢献を 指し 、 材の育成と 技術の向上に努め、 持続可目 人
能な社会を実現する為、 全社員が真摯に仕事と 向き 合い、 SDGｓ の達成に貢献し てまいり ます。

ペーパーレス化を推進する為、 紙で運 さ れていた 書・ 資料を 電 化し 、 紙資源や印刷資材を削減する。用 文 子

紙資源・ 印刷資材の削減

社会貢献活動の 環と し て「 い 根募 」 に寄付する 。一 赤 羽 金

い 根募 への寄付赤 羽 金

働き がいのある 職場を 指し 、 社員の仕事意欲向上・ 私 活の充実の為、 有給休暇平均取得 を増加さ せる。目 生 日

有給休暇取得 数の増加日

2 02 3年 印刷枚数： 51 ,50 0枚/年 5％削減（ 20 23 年 ）比 1 0％削減（ 20 23 年 ）比

2 02 3年  い 根募 への寄付 ：赤 羽 金 金
0 円/年

10 ,00 0円/年 3 0,0 00 円/年

2 02 3年 平均有給休暇取得 数： 5日
/年日 7 /年日 1 0 /年日



令和6 年5 1 2月 日
埼 県さ いたま市 宮区宮町4-12 3 栄ツイ ン玉 大 大
ビルS館3F

株式会社アク シ ス

代表取締役

村 卓也石

株式会社アク シス

当社は経営理念で ある「 関わる 全て の軸と なり 、 お客様、 社員、 その家族をも 幸せに出来る企業で人
あり 続けるこ と 」 に基づき 動し 、 地域社会の発展に貢献する。 こ の考え は持続可能な 開発 標行 方 目
（ SDGs） と 同じ 向を 指すも のであり 、 社員ひと り ひと り が誠実に事業活動に取り 組むこ と によ方 目
り 、 SDGsの達成に貢献し ていく 。

CO2削減のため、 社 を 順次環境配慮型 両に れ替える用 車 車 入

環境配慮型 両の割合を 増加さ せる車

ワーク ラ イフ バラン スの実現のため有給休暇取得を 推進さ せる

ひと り あたり の有給休暇平均取得 数を向上さ せる日

地域経済を活性化さ せる 。

地域の事業者と の取引を 増加さ せる

0 % （ ０ 台/2 1台） 【 20 23 年】 30 % (6台） 5 0% (1 0台)

5 /年【 2 02 3 年】日 7 /年日 1 0 以上/年日

3 0社/年【 20 23 年】 35 社/年 4 0社/年



令和6 年5 1 3月 日
埼 県 市新曽1 66 2番地玉 戸 田

株式会社ゲート オンロジ スティ ク ス

代表取締役社長
笠原 伸恭小

株式会社ゲート オンロジスティ ク ス

当社の経営理念で ある「 「 場所から 場所へ」 ではなく 「 から へ」 運ぶ」 を合 葉にお客様や地域人 人 言
社会発展のために貢献する。 社員 が誠実に事業活動に取り 組むこ と によ り SDGｓ の達成に貢一 人 一 人
献し ていく 。

CO2削減を 的と し たエコ ド ラ イブの推進、 燃費向上を 指すと 共に環境を配慮し た 両を 順次導 し ます。目 目 車 入

低炭素型ディ ーゼルト ラ ッ ク の導 割合を 増加さ せる入

ト ラッ ク 全 にデジタ ルタ コ グラ フ 導 、 エコ ド ライ ブの実践車 入

地域社会への貢献を 的と し た、 安 安全な街づく り に向けた パト （ 回転灯を装備し た 両） での 主防犯パト ロールを実施し ます。目 心 青 青 色 車 自

回転灯の装備 輛による 主パト ロールの実施青 色 車 自

性や 齢者にと っ て働き やすい環境を 整備し 、 積極採 を う 。 性別や年齢にかかわら ず活躍できる 職場づく り を 推進する 。女 高 用 行

性従業員の積極的な採女 用

6 5歳以上の 齢者の積極的な採高 用

＜（ 現状値） 20 23 年の数値＞ 7 4％
（ ５ ２ ／7 ０ 台） 95 ％導入 低炭素型ディ ーゼルト ラ ッ ク の導 割入

合1 0 0％導入

＜（ 現状値） 20 23 年の数値＞5 .
5 8km／L 6.0  Km/L 6 .5Km／L

＜（ 現状値） 20 23 年の数値＞６ 回／
年・ のべ１ ０ 参加人 ２ ０ 回／年・ のべ４ ０ 参加人 ４ ０ 回／年・ のべ５ ０ 参加人

＜（ 現状値） 20 23 年の数値＞  ６ ％
（ ３ 名／５ ０ 名）

１ ０ ％ １ ６ ％

＜2 02 3年の数値＞２ ％（ １ 名／５ ０
名） ６ ％ １ ０ ％



令和6 年5 1 3月 日
埼 県さ いたま市浦和区上 崎6 丁 36 -7玉 木 目

株式会社イ ンフ ォ システ ム

代表取締役

横  雅也山

株式会社イ ンフ ォ システム

当社は経営理念で ある「 事業活動を通じ て社会に貢献し 社員と お客様と 家族の幸せを実現する」 に基
づき 動し 、 地域社会の発展に貢献する。 こ の考え は持続可能な 開発 標（ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ ） と 同じ 向行 方 目 方
を 指すも のであり 、 社員ひと り ひと り が誠実に事業活動に取り 組むこ と により 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の達成に目
貢献し て いく 。

電気使 量を抑える 。 また、 再 エネルギー利 を 推進する 。用 生 用

電 使 量の削減力 用

再 エネルギー利 率の増加生 用

事務所、 倉庫回り の地域清掃活動を推進する。

地域清掃活動の推進

家庭を守るのは 性だけではなく 男性の も 必要だと いう 考え から 、 男性社員の育休取得率向上を図る。女 力 方

男性社員の育休取得率の向上

1 9 ,39 2 Kw /年【 2 02 3 年】 10 ％削減 2 0％削減

5 ％【 20 23 年】 10 ％ 1 5％

1 回/年・ のべ2名参加【 20 23 年】 2回/年・ のべ4 名参加 3 回/年・ のべ6 名参加

5 .9％ (1 名/1 7名)【 20 23 年度】 11 .8％ (2名/17 名) 1 7 .7 ％ (3 名/1 7名)



令和6 年5 1 4月 日
三芳町北永井3 3-1

株式会社ホンダパーツ 商 埼京営業所日

所長
遠  英山

株式会社ホン ダパーツ 商 埼京営業所日

当社は経営理念で ある「 拠点の成 、 の成 」 に基づき 考動し 業務内容の延 にある地域、 社会貢長 人 長 長
献する事で所員全員がで安 し て仕事を通じ て活躍、 成 でき る事を 指し ており ます。 所員心 長 目 一 人 一

が い意識を持っ て地域貢献、 社会貢献に取組んでまいり ます。人 高

社 を 環境配慮型 両に切り 替える 。用 車 車

環境配慮型 両の導 率の増加車 入

地域の美化活動を実施する。

三芳町環境美化地域清掃活動の実施

若年層(30歳以下)の積極的な新規採 を 指す。用 目

社員新規採 数の増加用人

3 3% （ 3台/9 台） 【 2 02 3年】 55 % （ 5台/9台） 7 8% （ 7 台/9台）

0 回/年・ のべ0 参加【 20 23 年】人 2回/年・ のべ8 参加人 4 回/年・ のべ1 12 参加人

0 /年【 2 02 3年】人 1 /年人 4 /年人





令和6 年5 1 6月 日
埼 県和光市下新倉５ 丁 １ 番１ 号玉 目

株式会社 中 務店田 工

代表取締役

中 泰秀田

株式会社 中 務店田 工

当社は品質・ 環境の経営理念である「 ・ ・ 家 を 信条に の通じ 合う 家造り 」 を モッ ト ーに人 心 木 心 心 心
し て取り 組んでおり ます。 こ の経営理念は持続可能な開発 標（ SDGｓ ） と 同じ 向を 指すも ので目 方 目
あり 、 社員 が誠実に事業活動に取り 組むこ と でＳ Ｄ Ｇ ｓ の達成に貢献し ていき ま す。一 人 一 人

より 環境に配慮し た 輛に れ替えたり 、 エコ ド ラ イブを徹底するなどによ り 、 ガソ リ ン 使 量を 削減する。車 入 用

全 両のガソ リ ン使 量削減車 用

ワーク ラ イフ バラン ス向上のため、 各種休暇制度を 整備・ 充実さ せる

有給休暇平均取得 数の増加日

多様な 材が活躍できる 職場づく り の推進人

6 5歳以上の 齢者の再雇高 用

1 3 .01 ㎘・ 年（ 全12 台分） 【 2 02 3
年】 12 .36 ㎘・ 年（ 全1 2台分） 1 1.7 ㎘・ 年（ 全12 台分）

5 /年【 2 02 3 年】日 7 /年日 1 0 /年日

1 （ 1 /25 ） 【 2 02 3年】人 人 人 3 （ 累計）人 5 （ 累計）人



令和6 年4 2 2月 日
埼 県熊 市飯塚３ ６ ２ －１玉 谷

株式会社 三和

代表取締役

野 貴幸西

株式会社 三和

「 も のづく り ベースキャ ンプ事業」 を営む当社は、 経営理念である「 私たちは、 普遍的な技術を以て社会に貢
献いたし ます。 」 に基づき 動し 、 地域社会の発展に貢献する。 こ の考え は、 持続可能な開発 標行 方 目
（ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ ） と 同じ 向を 指すも のであり 、 特に少 齢化が進む 本において、 重要視さ れるも のであ方 目 子高 日
る。 理念に基づき 、 社員ひと り ひと り が誠実に事業活動に取り 組むこ と により 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の達成に貢献し てい
く 。

消費エネルギー削減、 並びに、 カ ーボンニュート ラ ル活動を 推進する 。

使 電 量の削減用 力

再 可能エネルギー利 の促進生 用

社会貢献活動・ 地域貢献活動を実施する。

研究機関、 地域活動等への寄付

学 イ ンタ ーン シッ プの受け れの推進生 入

埼 県経営 新計画・ 社会課題に基づいた研究開発、 材育成を 実施する。玉 革 人

農業ロ ボッ ト 、 省 化に向けたセンサ・ 装置の開発力

第 種電気 事 の資格取得二 工 士

7 3 ,10 4 kW h /年 【 2 02 3 年】 16 .2% 削減 3 7.8 ％削減

0 % 【 2 02 3年】 16 % 4 1%

1 0万円/年【 2 02 3年】 20 万円/年 6 0万円/年

1 名/年【 2 02 3年】 2名/年 3 名/年

1 件/年【 2 02 3年】 3件/年 5 件/年

3 名/年【 2 02 3 年】 5名/年 1 0名/年





令和6 年5 1 7月 日
埼 県朝霞市北原2 -7 -1 6玉

北朝霞学園

理事長
細  雅樹田

北朝霞学園

当園の教育 針「 やるき と がまんと おも いやり 」 を基に、 積極的かつ継続し て 他共に思いやり ある社会づく方 自
り に貢献する。 また、 幼児教育の特性を活かし て 育て世帯の 援に努め、 質の い教育を適切に提供し なが子 支 高
ら 、 次世代に繋がる社会の発展に努める。 こ の取り 組みが持続可能な開発 標(SDGs)と 同じ 向をさ すも ので目 方
あり 、 教職員 ひと り が誠実に保育に取り 組むこ と によっ てSDGsの達成に貢献し ていく 。一 人

Ｃ Ｏ 2排出量削減に貢献する ため、 電気使 量の削減や、 園内の緑化を 推進する用

省エネ機器導 によ る、 電気使 量削減を 図る入 用

安 し て 育てでき る住みやすい社会づく り に貢献するため、 地域の 向けの交流の場や地域児童の社会体験の場を 提供する心 子 方

近隣住 などを 対象に園庭開放や施設の提供を う民 行

地域児童の職場体験の受け れ入

齢者雇 や時間勤務職員などを 積極的に取り れ、 多様な働き を 推進する 。 共働き 世帯の 援に努め家庭環境の安定を 推進する。高 用 入 方 支

6 0歳以上の 齢者の雇 を推進する高 用

預かり 保育の対応 数の増加日

電気使 量63 ,77 8kwh/年【 2 02 3用
年】 2％削減 5 ％削減

1 9回/年【 20 2 3年】 27 回/年 3 4回/年

職場体験 2回/年 職場体験 3 回/年 職場体験 4回/年

4 /年（ 4 /27 ） 【 20 2 3年】人 人 人 ５ /年人 ６ /年人

2 21 /年【 2 0 23 年】日 22 3日 2 25日



令和6 年5 2 3月 日
埼 県越 市川柳町１ 丁 １ 番地３玉 谷 目

株式会社樫の 製作所木

代表取締役

隈 航大 大

株式会社樫の 製作所木

当社は経営理念で ある「 お客様及び地域と 従業員に愛さ れ、 会社と 従業員の幸せを実現し ます。 」 に
基づき 動し 、 地域社会の発展に貢献し てまいり ます。 ま た、 全従業員の事業活動への取り 組みに行
よっ て、 環境 や経済 においても SDGｓ の達成に貢献し て いき ます。面 面

エネルギー使 量の削減に取り 組みます用

環境配慮型 両への切り 替えを進めます車

コ ピー 紙使 量の削減に取り 組みます用 用

地域社会の発展に貢献するため、 スポーツ を通じ た協賛を拡 し ていきます大

越 アルフ ァ ーズ、 野球の街越 などへの協賛先の件数を 増加さ せます谷 谷

従業員の多様化やワーク ライ フ バラン スの充実を 指し ます目

有給休暇平均取得 数を 増加さ せます日

外国 労働者の雇 を拡 し ていきます人 用 大

2 台（ 2台/11 台） 【 2 02 3年】 3台/年 4 台/年

1 15 ,7 3 1枚/年【 20 2 3年】 10 ％削減（ 2 02 3年 ）比 1 5％削減（ 20 23 年 ）比

2 件/年【 2 02 3 年】 3件/年 4 件年

1 2.5 /年【 2 02 3年】日 13 /年日 1 5 /年日

7 /年（ 7 /72 中） 【 2 02 3年】人 人 人 8 /年人 1 0 /年人





令和6 年5 1 5月 日
埼 県川 市川 １ 丁 ３ 番１ ６ －２ ０ ３ 号玉 口 口 目

株式会社泰凜 業工

代表取締役

菊地 誠

株式会社泰凜 業工

当社は経営理念で ある「 新し い暮ら し 化の創造に貢献し 、 我が社を取り 巻く 々と 誠意をも っ て 協文 人
調する」 に基づき 動し 、 地域社会の発展に貢献する。 こ の考えは、 持続可能な 発達 標(SDGｓ )と 同行 目
じ 向を 指すも のであり 、 社員ひと り ひと り が誠実に事業活動に取り 組むこ と により 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の方 目
達成に貢献し ていく 。

環境保護の観点から 、 ペーパーレ ス化を推進し 紙資源の削減に努める 。

コ ピー 紙使 量削減用 用

社会貢献活動の 環と し て、 会社周辺地域の美化活動を う 。一 行

会社周辺の美化活動

社員の資格所得を推進し 会社の技術を 向上さ せる。

1 級･2級施 管理技 資格の取得工 士

2 50 00 枚/年【 2 02 3 年】 20 ％削減 5 0％削減

1 回/年（ 延べ2 ） 【 20 23 年】人 12 回/年（ 延べ24 ）人 2 4回/年（ 延べ48 ）人

1 （ 1 /５ ） （ 1 級1 2級0 ）人 人 人 人 人
【 2 02 3年】

2人 5人



令和6 年5 2 1月 日
埼 県 潮市 曽根７ ０ ３ 番地玉 八 大

潮清掃株式会社八

代表取締役

昼間 義雄

潮清掃株式会社八

当社は、 般廃棄物・ 産業廃棄物の収集運搬及び浄化槽清掃の業務を通し て、 地域の環境衛 に貢献一 生
する。 こ の考え は持続可能な開発 標（ SDGs） と 同じ 向を 指すも のであり 、 誠実に事業活動に方 目 方 目
取り 組むこ と によ り 、 SDGsの達成に貢献し ていく 。

事務所内でのコ ピー 紙の使 を 削減し 、 電 保存を増やす。用 用 子

コ ピー 紙使 量を 削減する用 用

社員参加型の社会貢献活動を う行

会社周辺地域の美化活動を う 。行

齢者の雇 を 積極的に進め、 材の活躍を 援する。高 用 人 支

多様な働き を 推進する ため、 齢者（ 60 歳以上） の雇 を う 。方 高 用 行

1 5 ,00 0 枚/年 【 20 23 年】 20 23 年  3 ％削減。比 2 02 3年  10 ％削減。比

０ 回/年 のべ0 参加 【 2 02 3年】人 ２ 回／年 のべ1 0 参加人 ４ 回／年 のべ1 8 参加人

３ （ ３ /１ ８ ） 【 20 23 年】人 人 人 ５ 人 ８ 人



令和6 年5 2 1月 日
越 市蒲 38 7 2-1谷 生

川玩具株式会社  蒲 流通セン タ ー石 生

センタ ー長
島津 哲也

川玩具株式会社  蒲 流通センタ ー石 生

当社の経営理念で ある「 誠実と 努 」 の基づき 動し 、 地域社会の発展に貢献する。 こ の考えは持続力 行
可能 標（ SDGs） と 同じ 向を 指すも のである。 社員ひと り ひと り が誠実に 動し 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の達目 方 目 行
成に貢献し ていく 。

CO2削減のため、 エネルギー使 量の削減を 指す用 目

エネルギー使 量の削減用

地域貢献のため、 実施し ている玩具バーゲンの売上の 部を こ ども 堂に寄付一 食

ども 堂への寄付子 食

就労者 援施設と 連携し 、 障者の 々に働く 場所を提供する支 身 方

値札貼り 等の軽作業依頼

2 45 ,7 2 2kwh/年（ 2 02 3年） 15 ％削減 3 0％削減

０ 円/年【 2 02 3年】 ３ ０ 万円/年 ５ ０ 万円/年

１ ０ /年【 2 02 3年】人 １ ５ /年人 ２ ０ /年人



令和6 年5 2 2月 日
本庄市下野堂6 49 －1

昭和 川 製造株式会社 本庄 場西 羽毛 工

本庄 場工 長
島 孝弘田

昭和 川 製造株式会社 本庄 場西 羽 毛 工

当社は経営理念で ある「 お客様の 活 化の向上に寄与し 社の使命をよく 理解し 世界の 々の健康生 文 自 人
と 快眠の促進に貢献するこ と である」 に基づき 動し 、 地域社会の発展に貢献する。 こ の考え は持行 方
続可能な 開発 標（ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ ） と 同じ 向を 指すも ので あり 、 社員ひと り ひと り が誠実に事業活動目 方 目
に取り 組むこ と により 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の達成に貢献し ていく 。

ふと んのリ フ ォ ームを推進し 事業系ごみの削減を図る。羽毛

布団のリ フ ォーム量の増加羽 毛

地域の 供( 中学 )向けの 場 学により 、 SDGｓ 教育を 実施する 。子 小 生 工 見

中学 向けの 場 学小 生 工 見

齢者雇 、 海外研修 受け れ等多様な働き を 推進する 。高 用 生 入 方

齢者(6 5歳以上)雇 の増加高 用

海外研修 受け れ生 入

1 8t/年【 2 02 3年】 25 t/年 5 0t/年

0 回/年【 2 02 3 年】 2回/年 4 回/年

6 ％（ 3 /48 ） 【 2 02 3年】人 人 12 ％（ 6 /5 0 ）人 人 1 8％（ 10 /5 5 ）人 人

6 ％（ 3 /48 ） 【 2 02 3年】人 人 12 ％（ 6 /5 0 ）人 人 1 6％（ 9 /55 ）人 人







令和6 年5 2 3月 日
埼 県秩 郡 野町般若26 0玉 父 小 鹿

有限会社柴企画

代表取締役

柴﨑  輔大

有限会社柴企画

有限会社柴企画で は、 グローバルの 線で、 地球規模の持続可能な アク ショ ンを う のはも ちろ んの目 行
こ と 、 地域社会・ 経済をより 良く 循環さ せていく 「 ローカ ルサステ ィ ナビリ ティ 」 を 切にし ており大
ます。 秩 地域の 然でなめら かな循環こ そ、 本全体そし て地球全体の持続可能な循環につながる父 自 日
こ と を信じ て、 私たちにでき るアク シ ョ ンを少し ずつ積み上げていき ます。

省エネボイラー・ 省エネエアコ ン 等の環境に配慮し た設備の採 などによる エネルギー使 量の削減に取り 組む用 用

電 使 量の削減力 用

社会貢献活動と し て、 事業所周辺の環境美化活動を う 。行

地域周辺の美化活動

秩 地域での事業展開を いながら 、 働きやすい環境を整え、 地元の雇 創出に貢献する。 また、 性差のない管理職登 に積極的に取り 組む父 行 用 用

性管理職の登女 用

2 40 ,0 0 0kw/年【 2 02 3年】 5％削減 1 0％削減

2 回/年（ のべ4 ） 【 20 23 年】人 4回/年（ のべ1 0 ）人 1 2回/年（ のべ36 ）人

2 /年（ 2 /36 ） 【 20 2 3年】人 人 人 3 /年人 4 /年人



令和6 年5 2 3月 日
埼 県秩 市下吉 4 85 -2玉 父 田

有限会社横瀬 油石

代表取締役

柴﨑  輔大

有限会社横瀬 油石

有限会社横瀬 油では、 グロ ーバルの 線で、 地球規模の持続可能なアク ショ ン を う のはも ちろ ん石 目 行
のこ と 、 地域社会・ 経済をよ り 良く 循環さ せていく 「 ローカ ルサス ティ ナビリ テ ィ 」 を 切にし て お大
り ます。 秩 地域の 然でな めら かな 循環こ そ、 本全体そし て地球全体の持続可能な循環につな が父 自 日
るこ と を 信じ て、 私たちにで き るアク ショ ンを少し ずつ積み上げて いき ます。

省エネボイラー・ 省エネエアコ ン 等の環境に配慮し た設備の採 などにより エネルギー使 量を削減する用 用

電 使 量の削減力 用

社会貢献と し て、 社員参加型の活動を う行

事業所周辺の環境美化活動

秩 地域での事業展開を いながら 、 働きやすい環境を整え、 地元の雇 創出に貢献する。 また、 性差のない管理職登 に積極的に取り 組む父 行 用 用

性管理職の登女 用

雇 創出用

3 00 ,0 0 0kw/年【 2 02 3年】 5％削減 1 0％削減

2 回/年（ のべ5 ） 【 20 23 年】人 4回/年（ のべ1 0 ）人 1 2回/年（ のべ36 ）人

3 （ 3 /10 ） 【 2 02 3年】人 人 人 4人 5人

1 0 /年（ 10 /65 ） 【 2 02 3年】人 人 人 15 /年人 2 0 /年人



令和6 年5 2 3月 日
埼 県東松 市仲 町1玉 山 田

株式会社ト ーコ ー 埼 場玉 工

場工 長
松井隆一

株式会社ト ーコ ー 埼 場玉 工

当社事業である「 住宅の 寿命化に貢献する付加価値の い建材の開発・ 製造・ 販売」 がSDGs 標達成長 高 目
に向けた取り 組みと なる。 事業活動の中で、 省エネ設備の導 、 ペーパーレス化を進めていき 、 環境保入
全、 環境問題解決にも 貢献する。 また、 性活躍や 齢者、 障害者雇 への取り 組みと 健康経営の取り女 高 用
組みを進めていく こ と による、 多様な 材の健康と 働き がいをも つこ と により SDGsの達成に貢献する。人

CO2排出量削減に貢献する ため省エネルギーを念頭に置いた設備導 ・ 更新を う 。入 行

電気使 量の削減の推進用

凡事徹底の理念のも と 、 地域の清掃活動に参加し 、 環境美化に貢献する。

場周辺の清掃活動を定期的に う 。工 行

性活躍や多様な働き 推進のため、 事業所内保育所の設 や産休育休制度充実の推進、 就業時間の臨機応変な対応などの職場環境の整備を う女 方 立 行

地元地域の 性雇 の推進女 用

3 49 ,6 2 4kwh/年【 2 02 3年】 30 0 ,0 00 kwh/年 2 50 ,00 0kw h/年

１ 回/年 のべ３ 参加【 20 23 年】人 ２ 回/年 のべ１ ０ 参加人 ４ 回/年 のべ２ ０ 参加人

性従業員数28 /年（ 28 /5 6 ）女 人 人 人
【 2 02 3年】

33 /年人 3 8 /年人



令和6 年5 2 4月 日
埼 県さ いたま市南区辻8-22 -1 8-10 1玉

本家かまどや北 店戸 田

店長
中 康弘山

本家かまどや北 店戸 田

当社は経営営理念である「 で笑顔を 」 に基づき 動し 、 地域社会の発展に貢献する。食 行
こ の考え は持続可能な開発 標（ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ ） と 同じ 向を 指すも のであり 、 社員ひと り ひと り が方 目 方 目
誠実に事業活動に取り 組むこ と により 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の達成に貢献し て いく 。

CO2排出量削減のため、 省エネルギー設備導 の推進入

電 使 量の削減力 用

地域の ども 堂や 福祉施設等に対する貢献活動子 食 老人

お弁当の無償配布

地域 材の積極的な雇人 用

若年層（ 3 0歳以下） の雇用

3 81 48 ｋ ｗ /年【 20 23 年】 15 ％削減 3 0％削減

0 回/年 【 20 23 年】 2回/年 4 回/年

4 （ 4 /17 ） 【 2 02 3年】人 人 人 6 /年人 8 /年人



令和6 年5 2 4月 日
埼 県東松 市箭 町三丁 １ ８ 番７ 号 ス玉 山 弓 目
リ ーシービル２ ０ １ 号室

株式会社ニュ ーサポート

代表取締役社長
辻  耕田 一

株式会社ニュ ーサポート

当社の経営 針は「 新し い室内仕上げ技術の提供」 に基づき 動し 、 地域環境、 社会およ び経済の３方 行
つの分野において 発展に貢献する。 こ の考えは は持続可能な開発 標(SDGs)と 同じ 向を 指すも方 目 方 目
のであり 、 社員ひと り ひと り が誠実に事業活動に取り 組むこ と によ り 、 SDGsの達成に貢献し てゆく 。

環境保護の観点から CO2排出量を削減する

業務 両をガソ リ ン から ハイ ブリ ッ ト ある いはEV に順次 れ替える用 車 車 車 車 入

ワーク ラ イフ バラン ス向上のため、 休暇取得を 推進する 。

有給休暇平均取得 数を 増やす日

製品製作の際、 地元産の 材や和紙を 使 し たり 、 部品は県内事業所に製造を 依頼するなど、 地域経済の活性化に貢献する木 用

地域企業と の取引件数を 増やす

1 台（ １ 台/６ 台） 【 20 2 3年】 ３ 台/年 ６ 台/年

1 0 【 2 02 3年】日 15日 2 0日

２ 件/年【 20 2 3年】 ５ 件/年 １ ０ 件/年









令和6 年5 2 8月 日
埼 県さ いたま市 宮区三橋1-38 6-2玉 大

有限会社勝俣設備 業工

代表取締役

勝俣 彰夫

有限会社勝俣設備 業工

当社は経営理念で ある「 丁寧な仕事で 、 地域発展に貢献する」 に基づき 動し 、 地域社会の発展に貢行
献する。 当社と し て、 地域奉仕する考えは、 持続可能な開発 標(SDGs)と 同じ 向を 指すも のであ目 方 目
り 、 各社員が誠実な姿勢で事業活動に取り 組むこ と により SDGsの達成に貢献し ていく 。

環境配慮し た運搬・ 事等の施作によ り 、 事業活動によ るCO2 排出を量減ら す。工

CO2 排出量削減

育児休暇の取得を 推進するなど、 育て世代にと っ て働き やすい職場づく り を う こ と により 、 従業員数を 増加さ せる。子 行

積極的な 性雇女 用

地域の事業者と の取引を 増加さ せ、 地域経済の発展に貢献する。

取引先数増加

5 5 ,40 1 ｔ /年【 2 02 3 年】 20 23 年  1 0% 削減比 2 02 3年  20 % 削減比

1 （ 1 /6 ） 【 20 23 年】人 人 人 2 （ 3 /6 ）人 人 人 3 （ 3 /1 1 ）人 人 人

3 社/年【 2 02 3年】 5社/年 1 0社/年









令和6 年5 2 8月 日
埼 県熊 市下奈良１ ７ ６ ２ 番地２玉 谷

株式会社箱 製作所田

代表取締役社長
福岡 通

株式会社箱 製作所田

当社品質 針の品質と 顧客満 の向上に向けたゆまぬ改善努 を継続すると いう こ と に基づき 従業員方 足 力
の幸せがひいては顧客や地域に貢献で き る。 こ の考えは持続可能な 開発 標と 同じ 向 指すも ので目 方 目
あり 社員 が誠実に事業活動に取り 組むこ と により SDGsの達成に貢献し ていく一 人 一 人

環境への配慮と し て電 使 量を 削減する と と も にペーパーレス化を 推進する力 用

電 使 量の削減力 用

コ ピー 紙の削減用

社員の働き 改 の 環と し て、 ワーク ラ イフ バラ ンス向上を推進する方 革 一

平均有給休暇取得 数を 増加さ せる日

地域社会の活性化と 多様な 材が活躍でき る職場作り の推進人

6 5歳以上の雇 率を 上げる用

地域企業と の連携を でき るだけ多く 持ち、 取引件数を 上げていく

1 ,000 ,00 kw/年 【 2 02 3年】 5％削減 2 0％削減

3 0,00 0 枚 【 20 23 年】 30 ％削減 5 0％削減

5 /年 【 20 23 年】日 10 /年日 1 5 /年日

2 （ ２ /1 0 ） 【 20 23 年】人 人 人 3人 4人

2 件/年 【 20 23 年】 5件/年 1 0件/年



令和6 年5 2 8月 日
埼 県川 市榛松２ 丁 ３ ０ 番１ ５ 号玉 口 目

株式会社河辺 務所工

代表取締役社長
河邊 幸 郎一

株式会社河辺 務所工

当社の企業理念で ある「 地域社会の安 安全な 活を守る 」 に基づき 地域社会の発展に貢献する。 こ心 生
の考え は持続可能な開発 標（ SDGｓ ） と 同じ 向を 指すも ので あり 、 社員ひと り ひと り が誠実方 目 方 目
に事業活動に取り 組むこ と により 、 SDGｓ の達成に貢献し て いく 。

環境負荷低減のため、 所有 輛を ハイ ブリ ッ ド などへの切り 替えを 進め、 エネルギー使 量の削減に取り 組む車 車 用

社 をハイブリ ッ ド 、 低燃費 など環境に配慮し た 輛に順次 れ替える用車 車 車 車 入

ガソ リ ン使 量の削減用

社員参加型の社会貢献活動の実施

ロ ード サポート 活動

ワーク ラ イフ バラン ス推進にむけて有給休暇取得を 促進する

有給休暇平均取得 数の増加日

２ 台（ ８ 台中２ 台） 【 2 02 3年】 ４ 台 ８ 台

5 ,000 Ｌ /年【 20 23 年】 10 ％削減 2 5％削減

３ 回/年・ のべ3 0 参加人 ５ 回/年・ のべ50 参加人 ６ 回/年・ のべ60 参加人

８ /年【 20 2 3年】日 ８ /年日 1 2 /年日



令和6 年5 3 0月 日
埼 県児 郡上 町 久保69 7番地5玉 玉 里 金

株式会社塚越 業工

代表取締役

塚越 政行

株式会社塚越 業工

当社は経営理念と し て「 安全から ま れる品質と 信頼」 を 掲げており 、 主要事業である 設備やプ生 水 門
ラ ント 設備などのイ ンフ ラ を い安全性のも と 社会へ提供し ます。 こ の考え はSDGsと 同じ 向を高 方 方 目
指すも のであり 、 社員ひと り ひと り が誠実に事業活動に取り 組むこ と により 、 SDGsの達成に貢献し て
いき ます。

エネルギー使 量を 削減し ,環境保護に努める 。用

IT導 によるペパーレス化を 推進し 、 コ ピ ー 紙の削減に努める。入 用

社員参加型の社会貢献活動を 推進する 。

街の美化活動を う 。行

上 学園など、 地域学校の児童を 対象にし た社会科 学の実施里 見

ワーク ラ イフ バラン ス向上のため、 年間休 や有休休暇取得 数を増加さ せるなど、 働き 改 を 推進する。日 日 方 革

年次有給休暇の取得増加を促進する。

2 0 ,50 0 枚/年【 2 02 3 年】 10 ％減 1 8,4 50 枚/年 1 5％減 17 ,43 0枚/年

2 回/年 のべ10 名参加【 2 02 3年】 3回/年 のべ1 5名参加 4 回/年 のべ2 0名参加

1 回/年 のべ6名参加【 20 23 年】 1回/年 のべ1 0名参加 1 回/年 の15 名参加

1 1 /年【 20 23 年】日 13 /年日 1 5 /年日



令和6 年5 2 8月 日
埼 県ふじ み野市上福岡1-5-23 富 屋ビル玉 士

株式会社GROW TH

代表取締役

朝賀 光雄

株式会社GROW TH

当社の経営理念は「 常にお客様の期待を上回る と サービ スを提供し 、 お客様と 従業員を 幸せにする食
企業」 で ある。 こ れを基に誠意を持っ てSDGｓ 達成に向けて 取り 組む。

CO2 削減に貢献する 為、 ゴミ 処理機の設置、 在庫管理の徹底 材の調理 法の 夫などによ り 、 材ロス、 残 量を 削減する 。生 食 方 工 食 食

材や残 廃棄量の削減食 食

社員参加型の社会貢献活動と し て、 活困窮者への 援に取り 組む生 支

炊き出し 活動の実施

地域 材の積極的採 や、 従業員のワーク ライ フ バラン ス向上のため休暇取得推進に取り 組む人 用

性別・ 種・ 年齢にと ら われない柔軟な採人 用

5 0㎏/年 【 2 02 3年】 35 ㎏/年 2 5㎏/年

0 回/年 のべ０ 参加【 2 02 3年】人 1回/年 のべ2 参加人 3 回/年 のべ4 参加人

1 （ 1 /4 ） 【 20 23 年】人 人 人 3 /年人 5 /年人





令和6 年5 2 9月 日
さ いたま市 区三橋６ －１ ７ ３ ７ －１西

豊機 株式会社日 工

代表取締役

板倉 勲

豊機 株式会社日 工

当社は創業以来、 主軸事業で ある冷凍・ 冷蔵機器、 厨房機器のレン タ ルサービス を き にわたり っ長 行
ており ま すが、 そのレンタ ル事業を通じ てSDGsの達成に貢献し ていき ま す。
” 必要な 時に・ 必要な物を・ 必要な期間だけ” 利 し ていただく こ と により 、 ” 環境への負担軽減”用
と ” 経済成 への貢献” をし てまいり ます。長

社内イン フ ラのＬ Ｅ Ｄ 化を進め、 電気使 量を 削減する用

電気使 量の削減用

地域社会に貢献する ため社員参加型の美化活動を う行

事務所周辺地域の美化活動

環境配慮型商品のラ イン ナッ プを 増やし 、 環境への負担を減ら す

全商品のう ち環境配慮型商品の割合を 増加さ せる

9 2 ,40 0 kw /年【 20 23 年】 15 ％削減 3 0％削減

１ ２ 回/年 のべ６ ０ 参加【 2 02 3人
年】

２ ４ 回/年 のべ１ ２ ０ 参加人 ４ ８ 回/年 のべ２ ４ ０ 参加人

2 0％（ 1 00 0台/50 0 0台） 【 2 02 3
年】

50 ％ 8 0％









令和6 年6 1月 日
埼 県川 市鳩ヶ 本町3-8-3-8 0 7玉 口 谷

株式会社 武光

代表取締役

崎 武史山

株式会社 武光

当社の経営理念は、 「 と 和を 切に」 である。 社員 がこ の考えに基づき 、 誠実に謙虚に人 大 一 人 一 人 行
動し ていく こ と で 、 地域社会の発展及びSDGsの達成に貢献し ていく 。

CO2排出量の削減のため、 エコ ド ラ イブの推進やDX化などに取り 組む

ルート の 直し やエコ ド ライ ブによる ガソ リ ン使 量の削減走 行 見 用

DX化によ るコ ピ ー 紙使 量の削減用 用

社員参加型の社会貢献活動を う 。行

地域のお祭り の運営協力

年齢や性別にと ら われない柔軟な採 を推進する。 また、 地球温暖化抑制の 助のため冷媒（ フ ロンガス） の積極的な回収に取り 組む。用 一

地域の 材の積極的な雇人 用

積極的な冷媒回収

8 ,328 L年【 2 02 3年】 20 23 年  1 0％削減比 2 02 3年  20 ％削減比

5 00 枚【 20 23 年】 20 23 年  2 0％削減比 2 02 3年  50 ％削減比

2 回/年のべ2 参加【 20 23 年】人 3回/年のべ4 参加人 4 回/年のべ5 参加人

０ （ ０ /４ ） 【 20 23 年】人 人 人 ２ /累計人 ３ /累計人

０ ㎏【 2 02 3年】 53 ㎏/年 3 18 ㎏/年



令和6 年5 3 1月 日
埼 県熊 市本町１ －１ ６ ４玉 谷

株式会社マンモ ス

代表取締役

柳沢 賢次

株式会社マンモス

当社は経営理念で ある「 保険をはじ めと するサービス事業と 通じ て 、 安 と 安全を提供し 、 地域社会心
の発展と 活 化の健やかな 未来をさ さ えます」 に基づき 動する 。 に社員 がこ の考え に生 文 行 一 人 一 人 方
誠実に事業活動に取り 組むこ と で、 地域社会の発展と SDGsの達成に貢献し ていく 。

環境配慮な観点から DX化や裏紙使 などにより ペーパーレスに取り 組む用

コ ピー 紙使 枚数の削減用 用

社員参加型の社会貢献活動を う行

地域の美化活動

ワーク ラ イフ バラン ス向上のため積極的な休暇取得を推進する。

有給休暇平均取得 数の増加日

1 0 ,50 0 枚/年 【 20 23 年】 5,0 00 枚/年 1 ,50 0枚/年

1 44 回/年 のべ14 4 参加【 20 23人
年】

19 2回/年 のべ3 84 参加人 2 40 回/年 のべ9 60 参加人

6 /年【 2 02 3年】日 9 /年日 1 2 /年日





令和6 年5 3 1月 日
埼 県川越市 1 60 0-4玉 山 田

ジョ ン ワーク ス 合同会社

代表社員

松  聡美木

ジョ ンワーク ス合同会社

当社はコ ンビニエ ンススト ア のフ ラ ン チャ イ ズ経営の中で 課題と な る 品ロスに対し て、 独 の発注食 自
システムを構築し 、 それに基づく 品の発注を計画的に う こ と で 品ロスの削減を 指す。 また、食 行 食 目

材育成プラ ンに基づき スキルのある 性スタ ッ フ の役職者登 と アルバイ ト 社員の正社員への雇人 女 用 用
転換を推進し 、 持続的に働ける職場環境の整備を 推進する こ と でSDGｓ を達成する。

事業における 品ロスの量を 季節指数や過去の販売数データ に基づき 、 品の発注を 計画的に う こ と により 削減する。食 食 行

品（ おにぎり や弁当、 パン などの中 ） ロスの削減食 食

ダイ バーシティ 経営の 環と し て 性活躍を推進する一 女

性の役職者登 数を増加さ せる女 用

従業員が安定し て働き続ける こ と ができる よう 、 雇 環境の整備を推進する用

アルバイト 社員から 正社員へ雇 転換の推進用

廃棄量3 ,60 0kg 【 20 23 年】 17 % 削減 2 4% 削減

0 （ ０ /2 ） 【 2 02 3 年】人 人 人 1人 3人

3 （ 正社員になっ た アルバイ ト ３ /人 人
全アルバイ ト 11 ） 【 2 02 3年】人 ６ 人 8人



令和6 年5 3 1月 日
埼 県北葛飾郡杉 町 字深輪１ ０ ０ －２玉 戸 大

本技研 業株式会社 埼 事務所日 工 玉

埼 事務所玉 長
和久  孝之水

本技研 業株式会社 埼 事務所日 工 玉

当社は経営理念で ある「 住みやすい未来のために〜伝統と 創造〜」 に基づき 動し 、 地域社会の発展行
に貢献する。 こ の考え は持続可能な 開発 標（ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ ） と 同じ 向を 指すも のであり 、 社員ひ方 目 方 目
と り ひと り が誠実に事業活動に取り 組むこ と によ り 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の達成に貢献し て いく 。

LED 照明への切り 替えなどの省エネや産業廃棄物削減など、 カ ーボン ニュ ート ラ ル・ サーキュ ラ ーエコ ノ ミ ーの達成を 指す。目

CO2 排出量の削減

訳あり 品の活 によ る廃棄物の削減用

社員参加型の社会貢献活動の推進やゴミ 袋などの 社商品を 被災地やイベン ト 、 公共団体へ 援する。自 支

街の美化活動の推進

NPOやボラ ンティ ア団体へのゴミ 袋などの寄附

性の管理職登 を 積極的に進め、 多様な 材が活躍できる 職場作り を推進する 。女 用 人

性の管理職割合の向上女

2 4 ,82 5 ㎏/年 【 20 23 年】 40 %  削減 7 0%  削減

3 00 ㎏/年 【 2 0 23 年】 15 0㎏/年 5 0㎏/年

2 回/年・ のべ7  【 20 23 年】人 ３ 回/年・ のべ14人 ４ 回/年 ・ のべ25人

3 0万円/年 【 2 02 3年】 50 万円 /年 7 0万円/年

9 %  (1 /11 ) 【 2 02 3年】人 人 27 ％（ 3 /1 1) 4 5％（ 5/11 )













令和6 年6 4月 日
埼 県児 郡上 町 字七本  3 46 1番地1玉 玉 里 大 木

キヤノ ン・ コ ン ポーネン ツ株式会社

代表取締役社長
松本 知明

キヤノ ン・ コ ンポーネンツ株式会社

キヤノ ン グループ の「 共 」 の理念のも と 、 地域と と も に歩み愛さ れる会社と な り 、 より よい社会の生
実現に貢献し ます。  そし て 、 キヤノ ングループの 員と し てSDGs達成に向けて取り 組みま す。一

社会地域と の共存・ 共栄を図るため、 地球温暖化防 策の 環と し て 社 場のCO2排出量を削減する。止 一 自 工

CO2 排出量の削減

性が き き と 働き活躍する を 醸成する 。女 生 生 風 土

性管理職 率の向上女 比

多様な働き を 推進し 労働環境を 整備する 。方

有給休暇平均取得 数の増加日

1 6 ,85 3 ｔ -CO2 /年【 2 02 3年】 7.0 ％削減（ 2 02 3年 ）比 1 6 .5 % 削減（ 2 02 3年 ）比

3 .7％(3 /8 1 )【 20 23 年】人 人 4 .0 % 4 .5%

1 4 .7 /年【 2 02 3年】日 15 .0 /年日 1 5 .7 /年日



令和6 年6 4月 日
さ いたま市岩槻区美園東三丁 5 -1目

東洋印刷株式会社  東 本情報処理センタ ー日

センタ ー長
岩撫 裕行

東洋印刷株式会社  東 本情報処理セン日
タ ー

当社は印刷サービ ス事業を通じ て、 お客様はも ち ろ ん国や地域など 広く 社会に貢献し 、 個 情報・ 品人
質・ 環境保護の観点から 、 社員 同が 動し 顧客満 に努め、 誠実に事業活動に取り 組むこ と によ一 行 足
り 、 SDGs 標達成に貢献し ていく 。目

環境保護の観点から 、 社内書類の電 化を 進め、 コ ピー 紙の使 枚数を削減する。子 用 用

コ ピー 紙使 枚数の削減用 用

社会貢献活動と し て、 地域の清掃活動を実施する。

清掃活動実施回数の増加

地域の経済成 に貢献する次世代の 材育成を 指し 、 地元の若年層(30 歳未満)の積極採 を 指す。長 人 目 用 目

若年層従業員数の増加

3 18 ,0 0 0枚/年【 20 2 3年】 15 ％減 3 0％減

0 回/年・ のべ0 参加【 20 23 年】人 12 回/年・ のべ48 参加人 2 4回/年・ のべ96 参加人

7 /2 7 【 2 02 3年】人 人 10人 1 5人



令和6 年6 4月 日
埼 県熊 市妻沼２ １ ３ ９ 番地１玉 谷

株式会社松 製作所田

代表取締役

松  健田

株式会社松 製作所田

当社は経営理念で ある「 誠実にコ ツコ ツと 唯 無 の企業を 指し ます。 」 に基づき 動し 、 地域社一 二 目 行
会の発展に貢献する。 こ の考え は持続可能な開発 標（ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ ） と 同じ 向を 指すも のであ方 目 方 目
り 、 誠実に事業活動に取り 組むこ と により 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の達成に貢献し ていき ます。

事業活動において 場内の照明を 蛍光灯から LED照明へ全 取り 替えて環境負荷低減に取り 組む。工 面

LED化率の増加

企業の社会的責任を 認識し 、 地域社会への奉仕に努め、 地域の未来に貢献する。

地元の神社の神事等の地域 事運営への協行 力

地元神社への寄付、 う ち わ祭り への寄付

事業活動においてスク ラ ッ プ引取重量を増やし 材料の循環を 通し て、 持続可能な経済の発展に貢献する 。

スク ラ ッ プ引取重量の増加

1 7％(2 ヶ 所/1 2ヶ 所)【 20 23 年】 60 ％ 1 00 ％

6 回/年・ のべ6 参加【 20 23 年】人 8回/年・ のべ8 参加人 1 2回/年・ のべ12 参加人

1 0 ,00 0 円/年【 2 02 3 年】 20 ,00 0円/年 3 0,0 00 円/年

鉄1 93 Kg/年・ アルミ 37 0 Kg/年・ 銅
1 4 Kg/年・ ステン レ ス1 20 Kg/年【 2 02 3
年】

鉄30 0 Kg/年・ アルミ 4 5 0 Kg/年・
銅20 Kg/年・ ステン レ ス14 0 Kg/年

鉄40 0Kg/年・ アルミ 5 20 Kg/年・ 銅
3 0Kg/年・ ス テンレ ス1 60 Kg/年











令和6 年6 4月 日
埼 県さ いたま市南区根岸４ －１ ７ －１ ４ －玉
３ Ｆ

ツリ ーベル株式会社

代表取締役

森  晋平田

ツリ ーベル株式会社

当社の経営理念「 次世代ウェ ルネスラ イ フ を提案する」 に基づき 動し 、 の健康だけではなく 、行 心 身
仕事や家庭など社会的にも 充実し ているこ と が 切と 考え 、 効率的であっ ても と と の繋がり を大 非 人 人

切にし 、 間 と 融合し た結果と し てウェ ルネスラ イ フ の実現に貢献、 こ の考え を社員大 人 力 方 一 人 一 人
が実践し 、 地域社会に貢献し 、 SDGｓ の達成に貢献し ていく 。

CO2削減のため、 社有 を 環境配慮型 両へ切り 替える。車 車

環境配慮型 両率の向上車

男性の育児休暇取制度設計を 導 し 、 男性の育児休暇取得 数を 増加さ せる 。入 人

男性の育児休暇取得 数の増加人

多様な 材が活躍できる 職場作り と し て、 性の管理職 数を増加さ せる。人 女 人

性の管理職 数の増加女 人

2 0％(1 台/5 台)【 2 02 3年】 60 ％(3台/5 台) 8 0％(4台/5台)

0 /年【 2 02 3 年】人 3 /年人 6 /年人

1 /1 0 【 2 02 3年】人 人 2人 4人







令和6 年6 5月 日
埼 県熊 市宮町1 ­ 1 59 ­ 4玉 谷

リ ラ ク ゼーショ ンサロン 由（ ユウ）

代表

近藤 由子

リ ラ ク ゼーショ ンサロン由（ ユウ）

当店は「 あなた（ you） のため、 リ ラ ク ゼーショ ンサロ ン 由（ ゆう ） 」 を 経営理念と し ており 、 こ の
考え は「 誰も 置き 去り にし ない」 と いう Ｓ Ｄ Ｇ ｓ と 同じ 向を 指すも のである。 今後も その理念方 方 目
に基づき 、 誠実に事業活動に取り 組むこ と で、 地域社会の発展と Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の達成に貢献し ていく 。

炭の調湿効果をも と に、 電 使 量の削減を 図る 。竹 力 用

夏季・ 冬季を中 に電 使 量の削減心 力 用

盲導 啓蒙活動に取り 組む犬

チラシ配り の周知活動への参加

地域経済に貢献する ため、 男 と も に利 者数増加を 指す女 用 目

利 者数増加用

1 88 3kw/年【 2 02 3年】 20 23 年  2 ％削減比 2 02 3年  4％削減比

0 回/年【 2 02 3 年】 6回/年 1 2回/年

新規顧客数11 2 /年【 2 02 3年】人 13 0 /年人 1 50 /年人



令和6 年6 5月 日
埼 県川越市藤間1 51 -7玉

有限会社ぽんぽこ 亭

代表取締役

内川 光司

有限会社ぽんぽこ 亭

当社は地域の活性化を 指し た創業者の意志に基づき 動し 、 地域社会の発展に貢献する 。 こ の考え目 行
は持続可能な開発 標(Ｓ Ｄ Ｇ ｓ ） と 同じ 向を 指すも のであり 、 社員ひと り ひと り が誠実に事業方 目 方 目

活動に取り 組むこ と により 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の達成に貢献し ていく 。

CO2排出量削減のため省エネ機器へ変換やDX化による ペーパーレス化の推進を う行

電 使 の削減力 用

コ ピー 紙使 量の削減用 用

地域社会への貢献活動を う行

社員参加型の街の美化活動

ワーク ラ イフ バラン ス向上の取組の推進

有給休暇平均取得 数の向上日

電 使 量23 ,61 6Kwh/年【 2 02 3力 用
年】 5％削減 1 0％削減

2 ,400 枚/年【 20 23 年】 5％削減 1 0％削減

1 回・ 年のべ3 参加【 2 02 3年】人 2回・ 年のべ5 参加人 3 回・ 年のべ1 0 参加人

６ /年【 20 2 3年】日 8 /年日 1 0 /年日











令和6 年6 6月 日
埼 県川越市仲町1 0-13玉

江 鏡 酒造株式会社小 戸 山

代表取締役

五 嵐 智勇十

江 鏡 酒造株式会社小 戸 山

当社は2 007年に復刻し 川越唯 の酒造と し て地元の 々に えら れながら 酒造り を続けて まいり ま し一 方 支
た。 今後も ひたむき に事業に取り 組む中で、 お客様や地元地域と のつながり を 切にし 社会貢献活動大
にも 積極的に取り 組むこ と で SDGｓ の達成に貢献し ていき ま す。

空調設備を新し いも のと 替える こ と で、 空調に掛かる 使 電 を削減する 。入 用 力

電 使 量の削減力 用

地域貢献活動と し て、 各事業所周辺の美化活動を う 。行

各事業所周辺の美化活動

地域活性化に貢献するため、 地域の事業者と の取引を推進する。

地域の事業者と の取引数

2 3 ,97 1 kw h/年【 20 23 年】 20 23 年 1 0％削減比 2 02 3年 20 ％削減比

０ 回/年 のべ0 参加【 2 02 3年】人 2回/年 のべ6 参加人 ４ 回/年 のべ12 参加人

5 9社【 2 02 3年】 20 23 年 ： 3 社増加比 2 02 3 年 ： 8社増加比







令和6 年6 7月 日
埼 県ふじ み野市 原1-1 3 -3玉 大

株式会社埼 周玉 金

代表取締役社長
内  安紀田

株式会社埼 周玉 金

私たち、 埼 周は「 活、 粋、 き る を応援し 隊」 を経営理念と し 、 地域社会の発展に貢献する。 こ玉 金 生
の考え は、 持続可能な開発 標（ Ｓ DGs） と 同じ 向を 指すも のであり 、 社員ひと り ひと り が誠方 目 方 目
実に事業活動に取り 組むこ と により 、 Ｓ DGsの達成に貢献し ていく 。

事業活動による Ｃ Ｏ 2排出量を減ら すために社 を環境に配慮し た に れ替える用車 車 入

電気 動 への れ替え自 車 入

社員参加型の社会貢献活動の推進や、 上福岡七 まつり への寄付を う 。夕 行

地域美化活動

上福岡七 まつり への寄付夕

多様な 材が活躍する社会実現のため、 性役員登 を 推進する人 女 用

性役員数の増加女

1 台 （ 1台/1 0台） 【 2 02 3年】 2台 5 台

1 回/年 のべ5 【 2 02 3 年】人 2回/年 のべ1 0 参加人 3 回/年 のべ1 5 参加人

1 万円/年【 2 0 23 年】 5万円/年 1 0万円/年

1 （ 全役員6 中1 ） 【 20 23 年】人 人 人 2人 3人



令和6 年6 7月 日
埼 県新座市あたご1 -1 -5 7玉

南海ア ルミ 業株式会社工

代表取締役

楠井 宏明

南海アルミ 業株式会社工

当社は、 事業活動を う 中で 、 地域社会の発展に貢献する 。 こ の考え は持続可能な開発 標行 方 目
（ SDGs） と 同じ 向を 指すも のであり 、 社員ひと り ひと り が誠実に事業活動に取り 組むこ と によ方 目
り 、 SDGs達成に貢献し ていく 。

環境配慮の観点から DX化を 推進し 、 コ ピー 紙の利 量を削減する用 用

コ ピー 紙の削減用

社内資料フ ァ イ ルの電 化子

社員の働きがい向上のため、 ワーク ラ イフ バラ ンスを推進する

平均有給休暇取得 数を 増加さ せる日

連休を 増加さ せる（ 年間休 数125 ）日 日 日

地域経済の活性化に貢献するため、 地元企業と の取引を増加さ せる。 また、 地域 材活 のため、 積極的に雇 する。人 用 用

地域企業と の取引件数を 増やす

地域 材を 積極的に採 する人 用

1 5 ,00 0 枚【 20 23 年】 20 23 年  1 0% 削減 1 3,5 00比
枚

2 02 3年  30 % 削減 1 0,5 00 枚比

3 00 冊【 20 23 年】 20 23 年  3 0% 削減  2 10 冊比 2 02 3年  50 % 削減 1 50 冊比

5 /年【 2 02 3 年】日 8 /年日 1 0 /年日

1 0回・ 年【 2 02 3 年】 15 回 2 0回

5 件/年【 2 02 3年】 6件/年 8 件/年

1 0 （ 1 0 /1 5 ） 【 2 02 3年】人 人 人 12人 1 5人






